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葉
の

行
進
♪

タ
ー
タ
ン
デ
ー

　

米
国
で
は
マ
ス
ク
着
用
義
務

な
ど
の
規
制
が
撤
廃
さ
れ
つ
つ

あ
る
が
、
こ
こ
に
来
て
思
わ
ぬ

感
染
も
出
て
い
る
。ナ
ン
シ
ー
・

ペ
ロ
シ
連
邦
下
院
議
長
（
82
）

は
７
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
検
査
で
陽
性
と
判
定
さ

れ
、
９
日
か
ら
予
定
し
て
い
た

日
本
や
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア
訪
問

は
延
期
と
な
っ
た
。
追
加
接
種

（
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
）
済
み
で

症
状
は
な
く
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（
米
疾

病
対
策
セ
ン
タ
ー
）
の
規
定
に

従
い
自
己
隔
離
に
入
っ
た
。

　

ペ
ロ
シ
氏
は
５
日
と
６
日
に

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
バ
イ
デ
ン
大
統

領
の
近
く
に
マ
ス
ク
な
し
で
同

席
し
て
い
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
は
６
日

に
受
け
た
定
期
検
査
は
陰
性
だ

っ
た
。

　

10
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長

（
61
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
症
状
は
声
が
れ
の
み
の

た
め
、
自
己
隔
離
で
リ
モ
ー
ト

で
公
務
を
続
け
る
と
発
表
さ
れ

た
。

　

市
長
の
感
染
に
つ
い
て
は
、

９
日
に
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
グ

リ
デ
ィ
ロ
ン
・
ク
ラ
ブ
で
開
か

れ
た
夕
食
会
が
疑
わ
れ
て
い

る
。
出
席
し
た
メ
リ
ッ
ク
・
ガ

ー
ラ
ン
ド
司
法
長
官
や
ジ
ー

ナ
・
レ
イ
モ
ン
ド
商
務
長
官
、

米
下
院
情
報
特
別
委
員
会
の
ア

ダ
ム
・
シ
フ
委
員
長
な
ど
感
染

者
が
相
次
い
で
お
り
、
ワ
シ
ン

ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
は
９
日
、
出

席
者
の
う
ち
67
人
が
感
染
し
た

と
報
じ
た
。

　

日
本
の
厚
生
労
働
省
は
11

日
、
米
国
か
ら
成
田
空
港
に
３

月
26
日
到
着
し
た
30
代
女
性
が

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
派
生
型「
Ｘ
Ｅ
」

に
感
染
し
て
い
る
の
を
確
認
し

た
と
発
表
し
た
。
Ｘ
Ｅ
は
従
来

型
Ｂ
Ａ
・
１
と
派
生
型
Ｂ
Ａ
・

２
の
遺
伝
情
報
が
交
ざ
っ
て
お

り
、
感
染
者
の
確
認
は
国
内
で

初
め
て
。
女
性
は
米
国
に
滞
在

歴
が
あ
り
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
ワ

ク
チ
ン
を
２
回
接
種
済
み
だ
っ

た
。
無
症
状
だ
っ
た
が
入
国
時

の
検
査
で
陽
性
反
応
が
出
た
た

め
陽
性
者
用
の
施
設
で
所
定
の

期
間
療
養
し
た
後
、
退
所
し
て

い
る
。
国
立
感
染
症
研
究
所
が

詳
し
く
解
析
し
た
結
果
、
Ｘ
Ｅ

と
判
明
し
た
。

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

に
よ
る
と
、
Ｘ
Ｅ
は
１
月
19
日

に
英
国
で
初
め
て
検
出
さ
れ
、

３
月
29
日
時
点
で
約
６
０
０
件

の
症
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

欧
州
で
は
、
デ
ル
タ
株
と
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
Ｂ
Ａ
・
１
の
遺
伝

子
が
交
ざ
っ
た
「
Ｘ
Ｄ
（
デ
ル

タ
ク
ロ
ン
株
）」
も
80
例
以
上

見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

米
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
は
、
４
月

10
日
の
時
点
で
１
日
平
均

３
万
２
８
８
３
人
の
新
規
感
染

者
で
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
今
年
１

月
14
日
の
４
％
ま
で
下
が
っ
て

は
い
る
が
、
過
去
２
週
間
で
見

る
と
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

入
院
数
、
死
亡
者
数
は
と
も
に

減
少
し
続
け
て
い
る
。
し
か
し

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
北
東
部

で
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
派
生
型

「
Ｂ
Ａ
・
２
」
の
広
が
り
で
新

規
感
染
者
が
増
加
。
Ｎ
Ｙ
市
で

は
陽
性
率
が
、８
日
時
点
で
３
・

３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
サ
ン
セ
ッ

ト
パ
ー
ク
に
あ
る
地
下
鉄
36
丁

目
駅
で
11
日
午
前
８
時
30
分
、

発
砲
事
件
が
あ
り
、
通
勤
客
な

ど
16
人
が
負
傷
し
た
。
こ
の
う

ち
10
人
が
銃
で
撃
た
れ
た
。
現

場
か
ら
逃
走
し
た
容
疑
者
と
見

ら
れ
る
男
は
ガ
ス
マ
ス
ク
と
オ

レ
ン
ジ
色
の
ベ
ス
ト
を
着
用
し

て
い
た
と
い
う
。
現
場
で
は
複

数
の
発
炎
筒
が
見
つ
か
り
駅
構

内
が
煙
で
包
ま
れ
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
地
域
の
地
下
鉄
が
午
後
ま

で
駅
が
封
鎖
さ
れ
る
な
ど
大
混

乱
と
な
っ
た
。
警
察
は
テ
ロ
事

件
の
可
能
性
を
否
定
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
に
よ
る

と
日
本
人
が
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
た
と
い
う
情
報
は
な
い
。

地
下
鉄
駅
で
発
砲
事
件

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
通
勤
の
朝
16
人
が
負
傷

道路や地下鉄が封鎖された事件現場（写真・三浦良一）

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
祭
典
が
９
日
Ｎ
Ｙ
で
開
催
さ

れ
、
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
が
６
番
街
を
彩
っ
た
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
に
民
族
系
パ
レ
ー
ド
が
復
活
。
５
月
14

日
（
土
）
に
は
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
も
開
催
さ
れ
る
。

米
要
人
が
次
々
コ
ロ
ナ
感
染

訪
日
延
期
の
ペ
ロ
シ
下
院
議
長
や
ア
ダ
ム
ズ
Ｎ
Ｙ
市
長
も

■
新
聞
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
読
め
る
デ
ジ
タ
ル
版　

www.nyseikatsu.com 
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真
紅
の
バ
ラ
の
花
束
を
抱
え

て
、
友
人
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
る
。
中

に
は
男
の
人
が
三
人
い
て
、
ひ

と
り
が
リ
ボ
ン
の
付
い
た
色
と

り
ど
り
の
花
束
を
抱
え
て
立
っ

て
い
た
。

　

ま
あ
、
偶
然
ね
。
な
ん
て
き

れ
い
な
花
、
と
私
が
声
を
か
け

る
と
、
私
の
花
に
手
を
向
け
、

君
の
も
ね
、
と
そ
の
人
が
 ほ
ほ

笑
ん
だ
。

　

こ
れ
は
フ
ラ
ワ
ー
・
デ
ィ
ス

ト
リ
ク
ト
で
買
っ
た
ん
だ
よ
。

あ
そ
こ
は
す
ば
ら
し
い
ん
だ
。

　

フ
ラ
ワ
ー
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ク

ト
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
六
番

街
と
七
番
街
の
間
の
二
十
八
丁

目
を
中
心
と
す
る
一
帯
だ
。
観

葉
植
物
、
鉢
植
え
、
切
り
花
、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
造
花
、
資

材
な
ど
、
花
に
関
連
す
る
も
の

な
ら
何
で
も
扱
う
店
が
、
軒
を

並
べ
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
造
花

だ
け
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
店
も

あ
れ
ば
、
店
そ
の
も
の
が
冷
蔵

庫
に
な
っ
て
い
る
、
切
り
花
の

専
門
店
も
あ
る
。

　

結
婚
式
の
と
き
、
私
た
ち
も

あ
そ
こ
で
大
量
に
花
を
買
っ
て

き
た
わ
。
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の

こ
と
だ
け
ど
、
と
私
が
思
い
出

話
を
語
る
。

　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
色

に
合
わ
せ
て
、
オ
フ
ホ
ワ
イ
ト

や
淡
い
ピ
ン
ク
の
バ
ラ
を
た
く

さ
ん
買
い
込
ん
だ
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
習
っ
て
い
た
友
人
が
、
私
が

持
つ
ブ
ー
ケ
や
夫
の
胸
に
刺
す

ブ
ー
ト
ニ
ア
な
ど
を
作
っ
て
く

れ
た
。 　
　

　

教
会
の
結
婚
式
で
は
、
証
人

が
男
女
三
人
ず
つ
、
前
に
立
っ

た
。
彼
ら
の
ブ
ー
ト
ニ
ア
や
ブ

ー
ケ
も
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

式
の
日
ま
で
花
が
新
鮮
で
あ

る
よ
う
に
と
、
友
人
は
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
で
冷
房
を
か
け
続

け
、
彼
女
の
夫
は
風
邪
を
引
い

て
し
ま
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
緯
度
は
青
森
と
同
じ
で
、
五

月
上
旬
で
も
ま
だ
肌
寒
い
日
が

あ
る
。

　

そ
れ
は
大
変
だ
っ
た
ね
、
と

男
の
人
が
笑
っ
た
。

　

で
、
と
彼
が
続
け
る
。

　

Are you still married
the same man?

　

今
も
同
じ
男
と
結
婚
し
て
る

花
束
を
抱
え
た
者
同
士 エッセイ連載 27

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

岡田 光世

の
か
い
？

　

み
ん
な
が
笑
っ
た
。
二
組
に

一
組
が
離
婚
す
る
、
ア
メ
リ
カ

人
ら
し
い
質
問
だ
。

　

そ
う
よ
。

　

Then   was worth it, 
right?

　

じ
ゃ
あ
、
友
だ
ち
も
そ
の
甲

斐
が
あ
っ
た
、
っ
て
こ
と
だ

ろ
？

　

君
た
ち
夫
婦
が
今
も
一
緒
な

ら
、
友
だ
ち
の
夫
も
風
邪
を
引

い
た
甲
斐
が
あ
っ
た
ね
、
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

彼
は
そ
う
言
う
と
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
降
り
て
い
っ
た
。

　

自
分
の
思
い
出
ば
か
り
話
し

て
、
彼
の
花
束
に
つ
い
て
聞
く

の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
紳
士

か
ら
、
あ
の
花
束
を
贈
ら
れ
る

人
は
、
想
像
す
る
し
か
な
い
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」

シ
リ
ー
ズ
第
８
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
の
か
か
り
方
』
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://books.bunshun.jp/
list/search-g?q=

岡
田
光
世

 　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
は
５
月
12
日
（
木
）

か
ら
21
日
（
土
）
ま
で
第
26
回

Ｊ
Ａ
Ａ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍

す
る
日
本
人
・
日
系
人
美
術
家

展
覧
会
（
後
援
・
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
、
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
、
よ
み
タ
イ
ム
）
を

Ｊ
Ａ
Ａ
会
館
（
西
45
丁
目
49
番

地
11
階
）
で
開
催
す
る
。

　

出
展
作
家
は
服
部
夏
子
、
廣

瀬
公
美
、
市
村
し
げ
の
、
久
住

真
理
子
、
森
本
洋
充
、
森
戸
泰

光
、
野
田
正
明
、
岡
田
桂
、
六

郎
田
美
樹
、
佐
々
木
健
二
郎
、

サ
ト
ウ
リ
ホ
ミ
、篠
原
乃
り
子
、

竹
田
あ
け
み
、
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
セ
ツ
子
、
依
田
寿
久
、
廣

瀬
ジ
ョ
ー
ジ
、
百
田
和
子
、
河

合
敦
子
、
三
浦
良
一
、
森
本
和

也
、
永
野
み
き
、
大
野
廣
子
、

小
野
和
美
、
作
山　

治
、
佐
藤

正
明
、
澤
野
水　

、
篠
原
有
司

男
、
渡
辺
啓
子
、
依
田
順
子
、

依
田
洋
一
郎
。
展
示
作
品
を
販

売
し
、
価
格
の
50
％
が
Ｊ
Ａ
Ａ

の
活
動
資
金
と
し
て
寄
付
さ
れ

る
。
開
館
時
間
は
平
日
が
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
、
土
曜
が

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

（
来
場
前
要
予
約
）。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
12
日

（
木
）
午
後
４
時
か
ら
６
時
ま

で
、
会
場
で
の
対
面
方
式
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
同
時
開
催
す
る
。

参
加
は
要
予
約
。

 

申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ル　

info@jaany.org

　

ジ
ャ
ン
＝
ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ス

キ
ア
の
２
０
０
点
以
上
の
未
公

開
・
希
少
作
品
を
集
め
た
展
覧

会「
キ
ン
グ
・
プ
レ
ジ
ャ
ー
」が
、

４
月
９
日
か
ら
チ
ェ
ル
シ
ー
に

あ
る
ス
タ
ー
レ
ッ
ト
・
リ
ー
ハ

イ
ビ
ル
（
西
26
丁
目
６
０
１
番

地
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

同
展
は
バ
ス
キ
ア
の
作
品
管

理
を
行
う
彼
の
家
族
が
企
画
し

た
も
の
で
、
絵
画
、
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
印

刷
物
、
工
芸
品
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
媒
体
の
作
品
を
展
示
。
展

覧
会
の
タ
イ
ト
ル
は
、
バ
ス
キ

ア
が
１
９
８
７
年
に
完
成
さ

せ
た
絵
画
「King Pleasure

」

に
由
来
し
て
い
る
。Spotify

と
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が
ス
ポ
ン
サ

ー
と
な
り
、
話
題
の
ア
ー
ト
展

を
手
が
け
て
い
るSuperblue

と
の
コ
ラ
ボ
開
催
と
な
る
。

　

入
場
料
は
一
般
35
ド
ル
〜
、

学
生
・
シ
ニ
ア
が
32
ド
ル
〜
、

2
〜
13
歳
が
30
ド
ル
〜
、
２

歳
以
下
は
無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
詳
細

はhttps://kingpleasure.
basquiat.com/

を
参
照
。　

© Jam
es Van der Zee 
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第
45
回
ア
ー
ト
エ
キ
ス
ポ
Ｎ

Ｙ
が
７
日
か
ら
10
日
ま
で
、
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
の
ハ
ド
ソ
ン
川
沿

い
に
建
つ
ピ
ア
36
で
開
催
さ
れ

た
。
世
界
最
大
の
フ
ァ
イ
ン
ア

ー
ト
の
祭
典
に
は
、
世
界
中
か

ら
２
０
０
以
上
の
画
廊
、
美
術

系
出
版
社
、
ア
ー
ト
デ
ィ
ー
ラ

ー
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加

し
、
７
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
巨

大
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

に
作
品
を
展
示
し
た
。　

　

１
９
９
５
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す
る
台
湾

出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
林
世

宝
が
同
展
に
作
品
「
ゴ
ー
ル
デ

ン
・
エ
イ
ジ
」（
ク
リ
ス
タ
ル
・

ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
ア
ン
ド
・
ド
ア

シ
ス
テ
ム
ズ
の
協
賛
、
張
少
庭

と
佐
藤
恭
子
が
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
）
を
出
品
し
、
エ
ク
セ
レ
ン

ス
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
１
０
０
万
枚
の

１
セ
ン
ト
硬
貨
を
使
っ
た
「
平

和
行
進
曲
」
や
２
万
５
０
０
０

個
の
野
球
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
、
数
千
枚
の
メ
ト
ロ
カ
ー
ド

と
い
っ
た
単
品
の
商
品
や
廃
材

を
膨
大
に
集
め
て
オ
ブ
ジ
ェ
を

作
っ
て
き
た
が
、
今
回
の
作
品

は
作
風
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
と
言
っ
て
も
よ
い
。
捨
て
ら

れ
た
Ｐ
Ｖ
Ｃ（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

を
加
熱
し
、
形
を
つ
け
、
組
み

合
わ
せ
た
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
動
き

あ
る
バ
ロ
ッ
ク
風
の
彫
刻
。
テ

ー
マ
は
輪
廻
転
生
。
万
物
は
流

転
す
る
と
い
う
考
え
は
形
を
変

え
て
も
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

発
散
し
て
い
る
。
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
の
佐
藤
恭
子
さ
ん
は
「
彼
の

作
品
は
、
ア
ー
ト
は
政
治
的
な

国
境
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
。

林（中央）とキュレーターの佐藤（左）とケイト・チャン（右）

林
世
宝
が
受
賞

第
45
回
ア
ー
ト
エ
キ
ス
ポ
Ｎ
Ｙ
で

バ
ス
キ
ア
の
希
少
作
品
展

チ
ェ
ル
シ
ー
で
開
幕

Ｎ
Ｙ
で
活
躍
す
る
日
本
人

日
系
人
美
術
家
展
覧
会　
　

Ｊ
Ａ
Ａ
で
５
月
12
日
か
ら
開
催

it 

to

by
of

mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
https://www.samuraimama.com/
http://bcnetwork.org/


(3  )  ［総　合］ 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022年（令和 4 年）4月 16日（土）

 EVENT　 ■イースターパレード & ボンネットフェ
スティバル＝ 4/17　10:00-16:00　五番街
49 ～ 57 丁目　春の訪れを祝い、鮮やか
な花をあしらった帽子や衣装を着た人た
ちによる華やかなパレード。春色の服装
や仮装をして五番街のセントパトリック
教会やロックフェラーセンターへ行って
一緒にお祝いしよう。
■ NY 日系ライオンズクラブ主催・観桜
会＝ 4/23　11:30 ～ 14:00　サクラパー
ク（リバーサイドドライブ、122 St.）お
花見弁当を食べながらソメイヨシノの観
桜とグラント将軍メモリアル見学イベン
ト。NY 歴史問題研究会による解説も行
われる。参加費：大人 $30、6 ～ 11 歳は
$25（弁当・飲み物込み）、5 歳以下無料。
申し込みは電話 914・707・3011（三木
さん）まで。
■ NY 日 系 人 会 主 催・ 第 17 回「JAA
さ く ら 祭 り 」 ＝ 4/30　11:00 ～ 14:00
Flushing Meadows Corona Park　 僧 太
鼓、JAA コーラス、沖縄三線と琉球踊り
などが行われる。当日朝 10 時に JAA 前
から大型バス 2 台で出発する。定員 200
人。参加費（バスとお弁当込み）：一般
$15、JAA 会員 $10　申し込みは E メール
info@jaany.org まで。
■ オ ー キ ッ ド シ ョ ー「Jeff  Leatham's 
Kaleidoscope 」 ＝ 5/1 ま で　The New 
York Botanical Garden（2900 Southern 
Boulevard,Bronx）NY 植物園で毎春恒例
のラン展。今年はフラワーデザイナーの
ジェフ・リータムによる作品が展示さ
れる。入場料：一般 $30、学生・シニア
$28、2 ～ 12 歳 $15、2 歳以下は無料。
詳細は www.nybg.org/

CLASS/SEMINAR
■日米ソーシャルサービス（JASSI）主
催「シニアのためのスマートフォン＆タ
ブレット教室」＝ 4/21　13:00　ローワー
マンハッタンの会場（申し込み後に通知）
定員 10 人。申し込みは 4/18 までに電話
212・442・1541（内線 1 番）、E メール
info@jassi.org まで。
■ジャパニーズ SHARE 主催「アドバン
スケア・プランニング」＝ 4/23　19:00　
日本語で「人生会議」と呼ばれる、家族
と死について考え意思決定をするアドバ
ンスケア・プランニングについて、家族

とどのように話し合うべきかを解説する
オンラインセミナー。講師は緩和医療専
門医の中川俊一医師。参加無料。
詳細は https://sharejp.org/
■ NY 州医療保険制度（オバマケア）オ
ンラインセミナー＝ 4/29　15:00　NY 州
の医療保険制度について学ぶ。対象は NY
州在住でメディケア資格がない 65 歳以
下の人。講師はシニアヘルスナビゲーター
の井口愛さん。申し込みは電話 212・
840・6942、E メール info@jaany.org（NY
日系人会）まで。
■ BC ネットワーク主催、第 3 回乳がん
シンポジウム＝ 5/1　13:00　「最新の科
学治療法と遺伝子検査との関係」をテー
マに、腫瘍内科教授・テキサス MD アン
ダーソンがんセンターの上野直人医師が
講演する。オンラインと NY 日系人会（西
45丁目9番地11階）にて開催。参加無料。
詳細は http://bcnetwork/

THEATRE/DANCE
■安倍公房作品「棒になった男」＝ 4/27
～ 30　ASDS REP Theatre（80 Greenwich 
St.）舞台演出家・マルチメディアアーティ
ストの河村早規による演劇。ある男の死
を通して社会の仕組みやあり方に一石を
投じる作品。入場無料、要予約。
詳細は https://asdsrepseason.com/

ART　■ テ ィ フ ァ ニ ー グ ラ ス 展「Tiff any's
Lamps: Lighting Luxury」 ＝ 2023 年 春
ま で　Queens Museum（New York City 
Building,Flushing Meadows Corona Park）
クイーンズ美術館常設展のほか、ノイシュ
タット・コレクション主催の同展も開催。
数多くの貴重なコレクションが見られる。
入場料：任意（推奨 $8、シニア $4）、18
歳以下無料。月・火曜休館。
詳細は https://queensmuseum.org/ 　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
お
よ
び
市

近
郊
に
在
住
す
る
14
人
の
武
蔵

野
美
術
大
学
の
仲
間
に
よ
っ
て

２
０
１
８
年
に
結
成
さ
れ
た
ア

ー
ト
グ
ル
ー
プ
、
武
蔵
野
コ
ン

ソ
ー
テ
ィ
ア
ム
に
よ
る
第
４
回

年
次
グ
ル
ー
プ
展
が
５
月
４

日
（
水
）
か
ら
15
日
（
日
）
ま

で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ワ
ン
ト
ウ

ェ
ン
テ
ィ
エ
イ
ト
（
リ
ビ
ン
グ

ト
ン
通
り
１
２
８
番
地
、
電
話

３
３
２
・
２
２
０
・
９
８
９
０
）

で
開
催
さ
れ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
の
モ
ッ
ト
ー
「
持

続
す
る
ア
ー
ト
活
動
へ
の
情
熱

と
志
」
も
あ
り
、
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
後
に
帰
国
し
た
２
人
の

メ
ン
バ
ー
も
日
本
か
ら
参
加
。

２
０
２
０
年
に
他
界
し
た
ニ
イ

ゼ
キ
ヒ
ロ
ミ
さ
ん
の
メ
モ
リ
ア

ル
も
兼
ね
て
第
４
回
展
の
ビ
デ

オ
（https://www.youtube.

com/watch?v=Pp1uPqC_
uiE

）
を
作
成
し
た
。
参
加
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
ハ
ン
デ
ル
佳

奈
、
平
之
内
美
穂
、
鞍
井
綾
音
、

前
原
邦
彦
、
神
舘
美
会
子
、
大

野
廣
子
、
奥
村
光
也
、
奥
村
泰

子
、
田
中
美
路
、
上
原
あ
け
み
、

依
田
順
子
、
依
田
寿
久
、
遊
真

あ
つ
こ
。
入
場
無
料
。
開
廊
時

間
は
水
〜
土
曜
が
午
後
１
時
か

ら
６
時
、
日
曜
は
午
後
５
時
ま

で
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
５
月
５
日
（
木
）
午

後
５
時
か
ら
８
時
ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

galleryonetwentyeight.org

を
参
照
。

武
蔵
野
コ
ン
ソ
ー
テ
ィ
ア
ム

第
４
回
年
次
グ
ル
ー
プ
展

JAPAN Fes
日本の食とアート
ニューヨーカーを魅了

５
月
４
日
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
２
８
で

■サロンコンサート＝ニュー・アジア・チ
ャンバーミュージック・ソサエティー（新
亜室内楽協会）主催。23 日（土）午後４時

か ら、Norikoh 
Chelsea（西 24
丁 目 43 番 地 ）
で開催され、箏
奏者の木村伶
香能＝写真＝
がゲスト出演
す る。「A Taste 
of Japan」をテ
ーマにしたコン
サートで木村は

「箏コンチェルト：源氏」（ダロン・ハーゲン
作曲）、春の海（二胡との共演）、北村ゆい
作編曲による弦楽四重奏の作品などを演奏
する。ほかの出演者は、徳永慶子（バイオ
リン）、入場料は 30 ドル（リフレッシュメ
ント込み）。申し込みは https://newasiacms.
org/events/

　

日
本
の
ス
ト
リ
ー
ト
祭
り

「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
」
が
９
日
、

６
番
街
24
丁
目
か
ら
26
丁
目
ま

で
を
貸
し
切
り
で
祭
を
行
っ

た
。
文
字
で
絵
を
書
く
書
道
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
原
愛
梨
さ
ん
が

来
米
し
、
地
面
に
広
げ
た
紙
い

っ
ぱ
い
に
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
の
姿
を
描
き
、
絵
の
中
に

king of pop

の
文
字
を
描
き

入
れ
る
と
大
き
な
拍
手
が
湧
い

た
。
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
は
今
年

12
回
の
開
催
を
計
画
、
４
月
31

日
と
５
月
１
日
に
は
ヌ
ー
ド
ル

フ
ェ
ス
を
開
催
す
る
予
定
だ
。　

（
写
真
・
植
山
慎
太
郎
）

mailto:info@jaany.org
http://www.nybg.org/
mailto:info@jassi.org
https://sharejp.org/%E3%80%80
mailto:info@jaany.org
http://bcnetwork/
https://asdsrepseason.com/
https://queensmuseum.org/
http://www.galleryonetwentyeight.org
http://www.galleryonetwentyeight.org
http://www.galleryonetwentyeight.org
https://newasiacms
https://www.bozubrooklyn.com/
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
tel:9175773969
http://villagewellusa.com
https://hsart.com/
https://mbp-japan.com/


2022年（令和 4年）4月 16日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［ LIVING in USA］　　(4  )

 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察するNYライフスタイル

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ハ
イ
ツ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

内
で
も
最
も
民
族
的
に
多
様
で
活
気
の
あ
る
地
区
の
一
つ
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
へ
の
地
下
鉄
も
Ｅ
Ｆ
Ｍ
Ｒ
４
本
が
乗
り
入
れ
て
お
り
、

７
番
線
に
も
繋
が
っ
て
い
る
た
め
交
通
の
ハ
ブ
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
街
は
閑
静
な
緑
に
囲
ま
れ
た
エ
リ
ア
と
レ
ス
ト
ラ
ン
や
商
店

街
が
並
ぶ
駅
前
近
く
と
で
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作
っ
て
い

て
、
経
済
的
に
も
暮
ら
し
や
す
い
人
気
の
街
だ
。

　

写
真
は
、
戦
後
建
て
ら
れ
た
建
物
を
全
面
改
修
し
た
販
売
物
件

で
、
３
ル
ー
ム
１
寝
室
の
コ
ー
プ
で
価
格
は
35
万
ド
ル
と
フ
ァ
ー

ス
ト
バ
イ
ヤ
ー
に
も
手
が
届
く
物
件
だ
。
バ
ル
コ
ニ
ー
が
あ
り
、

快
適
な
Ｎ
Ｙ
生
活
を
満
喫
で
き
そ
う
だ
。管
理
費
は
６
２
２
ド
ル
。

場
所
柄
、
値
上
が
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
値
下
が
り
す
る
こ

と
は
な
い
の
で
、
将
来
の
買
い
替
え
を
念
頭
に
入
れ
た
住
居
兼
投

資
物
件
と
し
て
も
手
頃
だ
。
資
金
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
賃
貸
用
に

所
有
し
て
財
テ
ク
に
も
な
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
３
７
３
・
７
１
９
５
、

Ｅ
メ
ー
ル　

ted.matsumoto@corcoran.com

　

松
本
さ
ん

  （
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
）

ジャクソンハイツで快適なコープ暮らし

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
て

い
た
「
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会
」

が
４
日
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

のRESOBOX

で
2
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
Ｎ
Ｙ
芸
能
関
係
者
が

集
ま
っ
た
。
司
会
は
Ｎ
Ｙ
在
住

の
俳
優
松
坂
龍
馬
、
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
は
主
催
も
務
め
る
ダ

ン
サ
ー
の
中
澤
利
彦
。

　

講
演
内
容
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

仕
事
の
解
雇
宣
告
を
受
け
て
か

ら
こ
の
2
年
間
で
挑
戦
し
て
き

たYoutuber

や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な

ど
で
の
様
々
な
オ
ン
ラ
イ
ン
活

動
、
２
０
１
３
年
か
ら
日
本
全

国
の
小
中
学
校
を
回
っ
て
い
る

講
演
な
ど
の
イ
ン
パ
ー
ソ
ン
活

動
、
政
府
か
ら
の
助
成
金
の
受

給
体
験
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
し

て
今
年
の
新
た
な
挑
戦
な
ど
多

く
の
テ
ー
マ
に
渡
っ
た
。

　

主
催
者
側
の
想
い
も
込
め
、

最
後
に
「
今
日
こ
こ
で
の
久
々

の
再
会
や
新
た
な
繋
が
り
で
、

仕
事
の
紹
介
や
マ
ッ
チ
ン
グ
・

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
色
々

な
化
学
反
応
が
起
き
て
ほ
し

い
」
と
熱
く
締
め
く
く
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会

コ
ロ
ナ
禍
で
挑
戦
し
た
活
動
報
告

　

ミ
キ
ハ
ウ
ス
・
ア
メ
リ
カ
は

22
日
（
金
）
と
23
日
（
土
）
午

前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
ミ
ツ
ワ

敷
地
内
に
あ
る

Um
acha @

 M
itsuw

a 
Marketplace
595 River Rd 
building C (2F)

Edgewater NJ 07040

で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ー
ル
を
実

施
す
る
。
約
２
年
ぶ
り
の
セ
ー

ル
と
な
る
今
回
は
、
人
気
の
シ

ュ
ー
ズ
や
福
袋
、
衣
類
や
小
物

な
ど
、
０
歳
か
ら
７
歳
ま
で
の

子
供
用
商
品
を
多
数
用
意
、
最

大
75
％
で
販
売
す
る
。

https://m
ikihouse-usa.

com/

日頃の感謝を込めて
ミキハウス

ファミリーセール

mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
https://mikihouse-usa
https://mikihouse-usa
https://mikihouse-usa
mailto:commercial@redacinc.com


(5)［総　合］ 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022年（令和 4年）4月 16日（土）　

コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
新環境での不安と第二言語発達について（5）

　

さ
て
、
前
回
ま
で
の
「
シ
ン

グ
ル
、
ダ
ブ
ル
、
ト
リ
プ
ル

ル
ー
プ
学
習
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
、
以
前
に
取
り
上
げ
た

“pragmatic failure”
と
い
う

「
言
語
使
用
上
の
失
敗
」
と
い

う
現
象
に
当
て
は
め
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。 “Pragmatics”

と
い
う
言
語
の
分
野
を
再
度
説

明
し
ま
す
と
、
文
法
や
発
音
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
と
い
っ
た
項
目
以
外
で
、
実

際
の
社
会
で
言
語
は
会
話
上
ど

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の

か
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
言

語
運
用
」
を
学
ぶ
も
の
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
細
く
言
え

ば
、“pragmatics”

は
目
の
前

の
話
や
会
話
を
デ
ー
タ
に
採
っ

て
分
析
す
る
と
い
う
、
実
践
的

な
研
究
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
言
語
運
用
」
に
お
い

て
、
単
な
る
言
語
の
構
造
や
単

語
の
違
い
か
ら
起
こ
る
失
敗
は

“Pragmalinguistic failure”

と
呼
ば
れ
、
こ
れ
は
す
ぐ
に
修

正
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
大
き

な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
の
言
語
が
話
さ
れ
て

い
る
社
会
の
通
念
と
、
自
分
の

文
化
の
基
準
や
価
値
観
と
の
ズ

レ
か
ら
起
こ
る
言
語
使
用
で

の
失
敗
は “Sociopragmatic 

failure”

と
呼
ば
れ
、
人
間
関

係
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
大

き
な
問
題
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
例
え
ば
米
国
の
日
本
人

を
例
に
取
る
と
、
自
分
や
身

内
が
褒
め
ら
れ
て
い
る
の
に

謙
遜
し
て
「
い
や
い
や
、
う

ち
の
子
は
バ
カ
で
す
」
な
ど

と
「
否
定
」
ば
か
り
し
て
い
る

と
、「
あ
な
た
は
な
ぜ
そ
こ
ま

で
自
分
や
自
分
の
家
族
を
卑
下

す
る
？
も
っ
と
リ
ス
ペ
ク
ト

を
持
つ
べ
き
よ
」
な
ど
と
言
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
逆
に
「
米

国
に
い
る
時
は
主
張
を
す
る
こ

と
が
大
事
」
と
過
信
す
る
あ
ま

り
、
必
要
な
前
置
き
や
丁
寧
さ

を
欠
い
て
主
張
ば
か
り
を
強
調

し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
両
方
の
ケ
ー
ス
と
も

“Sociopragmatic failure”

と

み
な
さ
れ
た
失
敗
で
す
。
例
え

ば
米
国
で
い
か
に
英
語
自
体
が

流
暢
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
国
の

意
識
に
言
語
使
用
に
表
れ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
極
端
な
例
と
し
て
は
、

日
本
人
の
面
接
官
が
現
地
で
の

面
接
の
時
に
女
性
候
補
者
に
年

齢
や
既
婚
か
ど
う
か
を
尋
ね
た

り
し
て
、
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
う

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
失
敗

は
、
明
ら
か
に
「
シ
ン
グ
ル
ル

ー
プ
学
習
」
段
階
で
止
ま
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
国
の
価
値

観
、
基
準
、
そ
し
て
本
人
の
思

い
込
み
な
ど
が
そ
の
ま
ま
根
底

に
あ
っ
て
行
動
し
て
い
る
か
ら

で
す
。「
ト
リ
プ
ル
ル
ー
プ
」

が
完
全
に
そ
の
社
会
に
溶
け
込

ん
で
言
語
も
米
国
人
の
価
値
観

基
準
と
同
様
に
使
え
る
レ
ベ
ル

だ
と
す
る
と
、
せ
め
て
必
要
な

時
だ
け
で
も
現
地
の
価
値
観
に

合
わ
せ
ら
れ
る
「
セ
カ
ン
ド
ル

ー
プ
」
に
達
し
な
い
と
、
現
地

社
会
や
学
校
で
う
ま
く
や
っ
て

い
く
の
は
困
難
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
す
の
で
、
例
え
ば
英
語

を
最
初
に
学
ぶ
時
に
そ
の
文

脈
、
考
え
方
や
価
値
観
な
ど
も

同
時
に
教
え
る
英
語
教
育
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。ま
た
、

留
学
前
の
学
生
の
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
で
は
生
活
な
ど
の
事
務
的
な

こ
と
を
教
え
る
の
が
一
般
的
で

す
が
、も
っ
と
本
質
的
な
内
容
、

特
に
教
育
文
化
や
ク
ラ
ス
で
の

発
言
参
加
、
挙
手
し
て
先
生
か

ら
の
指
名
を
じ
っ
と
待
つ
よ
り

も
、
よ
り
自
主
的
な
発
言
権
の

取
り
方
な
ど
を
教
え
て
訓
練
す

る
よ
う
な
、
現
地
に
基
づ
い
た

実
践
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
次
回
は
日
本
と

米
国
の
社
会
構
造
の
違
い
を
具

体
的
に
踏
ま
え
て
、
ど
う
す
れ

ば
思
う
よ
う
な
成
功
が
得
ら
れ

る
の
か
を
探
り
た
い
と
思
い
ま

す
。（
つ
づ
く
）

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信
出
版

社
）
な
ど
。

価
値
観
や
常
識
基
準
に
基
づ
く

言
語
行
動
か
ら
外
れ
て
い
る

と
、「
言
語
使
用
上
の
失
敗
」

を
犯
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
実

際
に
文
化
や
社
会
基
準
を
習
得

し
て
い
な
い
＝
英
語
が
流
暢
と

は
言
え
な
い
と
判
断
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

ま
た
最
近
の
世
の

中
の
風
潮
と
相
ま
っ

て
、”Raciolinguitics”

な
る

新
し
い
分
野
も
登
場
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
米
国
内

の
米
国
人
ど
う
し
で
も
存
在
す

る
も
の
で
す
が
、
話
者
の
言
語

使
用
に
お
い
て
、
人
の
表
面
的

な
特
徴
、
す
な
わ
ち
人
種
、
文

化
、
性
別
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
階
級
、

年
齢
で
相
手
を
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ

し
た
り
、
決
め
つ
け
た
り
し
た

差
別
的
な
要
素
を
分
析
し
た
も

の
で
す
。
一
方
、
世
界
中
か
ら

の
留
学
生
や
駐
在
員
、
移
民
ら

の
中
で
も
、
自
国
文
化
に
よ
っ

て
は
一
般
的
と
さ
れ
る
人
種
・

性
差
別
が
存
在
し
ま
す
が
、
こ

れ
が
そ
の
ま
ま
新
環
境
で
も
無

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
30
日

（
土
）、
今
年
で
10
回
目
と

な
る
「
親
子
で
楽
し
む

フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
」

を
イ
ン
パ
ー
ソ
ン
で
開
催

す
る
。
今
年
は
フ
ィ
ー
ル

ド
ト
リ
ッ
プ
型
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
午
前
中
は
ア
メ

リ
カ
自
然
史
博
物
館
で
少

人
数
グ
ル
ー
プ
の
日
本
語

ガ
イ
ド
に
よ
る
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ツ
ア
ー
（
協
力
・
Ｊ

Ｔ
Ｂ
ル
ッ
ク
ア
メ
リ
カ
ン

ツ
ア
ー
）
で
見
学
し
、
昼

食
は
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

で
、
日
本
ク
ラ
ブ
シ
ェ
フ

に
よ
る
特
製
弁
当
で
ピ
ク

ニ
ッ
ク
を
楽
し
む
。
参
加

費
は
日
本
ク
ラ
ブ
会
員
は

大
人
70
ド
ル
・
子
ど
も
40

ド
ル
、一
般
大
人
85
ド
ル
・

子
ど
も
55
ド
ル
、
25
日

（
月
）
ま
で
に
、
下
記
サ

イ
ト
へ
申
し
こ
む
こ
と
。
https://form.jotform.com/Nippon_Club/family-event-2022-registration-form

日
本
ク
ラ
ブ
が
30
日
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

よ
さ
こ
い
レ
ッ
ス
ン

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で

　

一
般
財
団
法
人
ド
リ
ー
ム
夜

さ
来
い
祭
り
グ
ロ
ー
バ
ル
振
興

財
団
（
扇
谷
ち
さ
と
理
事
長
）

が
７
、９
日
の
両
日
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
未
経
験
者
対
象
の
よ

さ
こ
い
ダ
ン
ス
指
導
を
日
本
か

ら
リ
モ
ー
ト
で
行
っ
た
。
参
加

者
は
鳴
子
の
代
わ
り
に
ス
プ
ー

ン
と
ナ
イ
フ
を
手
に
音
を
た
て

な
が
ら
円
を
描
い
て
動
作
を
学

ん
だ
。
参
加
者
か
ら
は
「
面
白

か
っ
た
。
日
本
は
ク
ー
ル
」
な

ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。
来
年
は

扇
谷
さ
ん
が
本
物
の
鳴
子
を
全

員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
約
束

す
る
と
皆
大
喜
び
だ
っ
た
。

https://form.jotform.com/Nippon_Club/family-event-2022-registration-form
http://snsrealty.com/
http://kiku-ny.com
http://op-ed.jp
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
https://truetruth.hatenablog.com/
http://www.nykoshin.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
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４
月
４
日
付
の
ワ

シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト

紙
の
記
事
を
読
ん

で
、
ア
ル
ゴ
ス
ピ

ー
ク
（ Algospeak 

）
と
い
う
言
葉

が
あ
る
こ
と
を

初
め
て
知
っ

た
。
同
紙
に

よ
れ
ば
、
そ

れ
は TikTok

、

YouTube

、

Instagram

、Twitch

と

い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
上
で
コ
ン
テ
ン
ツ
モ
デ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
不
適
切
な

コ
ン
テ
ン
ツ
の
監
視
）
を

回
避
す
る
た
め
の
手
段
で
、

具
体
的
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
運
営
者
に
よ
っ
て
投
稿

の
内
容
が
「
不
適
切
」
と

フ
ラ
グ
さ
れ
、
ラ
ン
キ
ン

グ
を
下
げ
ら
れ
た
り
削
除

さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、

リ
ス
ク
の
あ
り
そ
う
な
単

語
や
フ
レ
ー
ズ
を
書
き
換

え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え

ばunalive

（
生
き
て
い
な
い
）

と
い
う
造
語
がdead

（
死
）、

SA

と
い
う
訳
語
がSexual 

Assault

（
性
的
暴
力
）
の
代

わ
り
に
使
わ
れ
る
と
い
う
具
合

だ
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
で

多
く
の
人
達
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
連
絡
を
取
っ
た
り
、
自
己
表

現
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
ベ
ー

ス
に
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
モ
デ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
投
稿
で
使
わ

れ
る
言
葉
に
対
し
て
未
曾
有
の

影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ

た
、
と
同
紙
は
加
え
て
い
る
。

た
だ
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
こ
の

「
不
適
切
」
と
い
う
基
準
付
け

が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
上
記

に
挙
げ
た
２
つ
の
言
葉
に
し
て

も
、
そ
れ
ら
が
使
用
さ
れ
る
文

脈
に
よ
っ
て
は
極
め
て
重
要
な

議
論
を
投
げ
か
け
て
い
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
し
、
そ
の

良
し
悪
し
に
つ
い
て
（
お
そ

ら
く
）
Ａ
Ｉ
が
判
断
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
ら
が
社
会
か
ら

見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
言
論
が
抹
殺
さ
れ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
懸
念
を
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
。
シ
マ
ン

テ
ッ
ク
社
発
行
の
ホ
ワ
イ
ト

ペ
ー
パ
ー
「
簡
単
に
わ
か
る

暗
号
の
歴
史
」（
２
０
１
４
）

に
よ
れ
ば
、
暗
号
は
、
古
く

は
紀
元
前
３
０
０
０
年
頃

の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
時
代
か
ら

使
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い

る
。
ア
ル
ゴ
ス
ピ
ー
ク
は
暗

号
と
言
う
よ
り
も
、
一
般
言

語
に
手
を
加
え
た
一
時
的
な

迂
回
戦
術
な
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
若
年
層
に
お
け
る
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

使
い
方
や
、
そ
れ
ら
が
彼
ら

の
思
想
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を

考
え
る
と
、
ア
ル
ゴ
ス
ピ

ー
ク
が
自
然
と
一
般
言
語

へ
と
変
貌
し
て
い
く
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
人
類
の
言

葉
の
在
り
方
さ
え
も
、
変

え
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

か
？

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）
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アルゴリズムが新たな言語を生み出す？

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

　

今
年
は
日
本
の
参
議
院
選
挙

が
あ
り
、
在
外
選
挙
も
行
わ
れ

る
。
今
回
の
選
挙
に
あ
た
っ
て

は
、
以
前
と
は
全
く
意
味
が
違

っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。
以

前
の
在
外
選
挙
と
い
う
の
は
、

い
わ
ば
在
外
の
観
点
か
ら
日
本

の
国
政
に
関
し
て
選
択
を
行
な

っ
て
母
国
に
貢
献
す
る
と
い
う

性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回

は
違
う
。
在
外
邦
人
の
権
利
に

つ
い
て
、
強
く
声
を
上
げ
て
行

く
時
期
が
来
て
い
る
。

　

契
機
と
な
っ
た
の
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

だ
。
今
般
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

収
束
す
る
ま
で
は
、
日
本
の
厚

生
労
働
省
、
法
務
省
、
外
務
省

の
措
置
に
対
し
て
、
と
に
か
く

協
力
す
る
姿
勢
を
持
つ
、
こ
れ

は
全
て
の
在
外
邦
人
の
共
通
の

態
度
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
だ
が
、「
そ
の
後
」は
違
う
。

事
態
が
落
ち
着
い
た
時
点
で
、

一
連
の
「
水
際
措
置
」
の
制
度

と
運
用
に
関
す
る
徹
底
し
た
検

証
を
求
め
た
い
、
こ
の
点
に
お

い
て
も
在
外
邦
人
の
姿
勢
に
大

き
な
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
日
本
様
式
の
検
査

証
明
書
が
使
い
づ
ら
い
問
題
、

自
主
隔
離
に
強
制
隔
離
、
航
空

機
内
に
お
け
る
濃
厚
接
触
の
事

後
通
知
な
ど
、
具
体
的
な
点
に

関
し
て
は
、
検
証
し
て
現
実
的

な
改
善
を
協
議
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、こ
の
間
、

多
く
の
ク
レ
ー
ム
の
矢
面
に
立

っ
て
来
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
、
在

外
公
館
の
現
場
の
皆
さ
ま
の
ご

苦
労
に
は
む
し
ろ
頭
を
下
げ
る

し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

け
れ
ど
も
、
次
の
４
つ
の
問

題
は
深
刻
さ
の
レ
ベ
ル
が
違

う
。
１
つ
目
は
、
検
査
証
明
書

の
不
備
を
理
由
に
日
本
国
籍
者

の
入
国
が
拒
否
さ
れ
た
事
例
で

あ
る
。
２
つ
目
は
、
日
本
国
籍

者
の
配
偶
者
の
入
国
が
不
可
能

と
な
っ
た
こ
と
で
、
外
国
人
を

配
偶
者
に
持
つ
日
本
人
の
人
権

が
著
し
く
毀
損
さ
れ
た
事
例
。

３
つ
目
は
、
公
職
に
就
任
等
の

理
由
で
現
地
国
籍
を
取
得
し
、

法
務
省
等
の
勧
告
に
従
っ
て
正

直
に
国
籍
離
脱
を
し
た
方
の
日

本
入
国
が
不
可
能
に
な
っ
た
事

例
だ
。
こ
れ
に
加
え
て
、
４
つ

目
と
し
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
者
を
政
府
専
用
機
で
日
本
に

収
容
す
る
際
に
「
日
本
国
籍
者

を
除
外
」
し
た
と
い
う
驚
愕
す

べ
き
事
件
が
発
生
し
た
。

　

つ
ま
り
役
所
の
判
断
が
、
狭

い
意
味
の
法
律
・
規
則
に
縛
ら

れ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
国
家
を

構
成
す
る
要
素
で
あ
る
国
民
の

権
利
が
侵
害
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
著
し
い
国
の
か
た

ち
（
＝
国
体
）
の
歪
み
で
あ

り
、
在
外
邦
人
と
し
て
看
過
で

き
な
い
。
ま
た
同
時
に
、
所
轄

の
官
庁
と
、
そ
の
判
断
の
背
後

に
あ
る
国
内
世
論
に
は
、
在
外

邦
人
の
置
か
れ
た
状
況
に
対
し

て
、
絶
望
的
な
ま
で
の
無
理
解

が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
示
し
て

い
る
。

　

こ
れ
は
緊
急
事
態
だ
。
伝
染

病
、
そ
し
て
戦
争
と
い
う
災
禍

に
お
い
て
、
母
国
が
自
分
達
を

守
っ
て
く
れ
な
い
、
そ
こ
に
悪

意
は
な
い
が
、
し
か
し
絶
望
的

な
無
理
解
と
制
度
の
不
備
が
あ

る
と
い
う
現
状
は
深
刻
だ
。
こ

れ
に
対
し
て
は
、
主
権
者
が
そ

の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
で
声

を
上
げ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

　

手
段
は
あ
る
。
今
年
７
月
の

選
挙
で
参
議
院
の
比
例
区
を
使

う
の
だ
。
比
例
区
と
い
う
の
は

全
国
に
お
け
る
単
純
集
計
に
よ

っ
て
個
人
と
政
党
が
得
票
す
る

制
度
だ
が
、
在
外
か
ら
も
投
票

で
き
る
。
こ
こ
の
当
選
ラ
イ
ン

は
全
く
単
独
の
政
党
を
結
党
し

て
戦
う
と
１
０
０
万
票
必
要
に

な
る
が
、
政
党
内
の
名
簿
に
乗

せ
て
も
ら
え
れ
ば
自
民
党
で
10

数
万
票
、
野
党
だ
と
数
万
票
で

当
選
可
能
だ
。
主
要
な
政
党
の

名
簿
に
「
在
外
代
表
」
を
送

り
、
例
え
ば
、
最
初
に
頑
張
っ

て
世
界
中
で
30
万
の
人
が
参
院

選
の
在
外
選
挙
に
投
票
す
る
こ

と
と
し
て
、
そ
の
票
を
自
民
の

２
人
に
10
万
、
10
万
、
野
党
の

２
人
に
５
万
、５
万
と
い
う
割

り
振
り
が
で
き
れ
ば
、
在
外
邦

人
の
代
表
を
４
名
参
議
院
に
送

れ
る
。

　

こ
の
４
名
が
国
会
内
で
活
動

す
る
こ
と
で
選
挙
制
度
改
正
が

進
み
、
仮
に
在
外
投
票
率
が
50

％
に
な
れ
ば
、
次
の
参
院
選
で

は
、
自
民
３
名
、
野
党
４
名
が

送
れ
て
、
参
院
で
の
勢
力
は

１
１
名
に
な
る
。
こ
れ
は
一
大

勢
力
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
議
員

に
一
種
の
ロ
ビ
イ
ス
ト
に
な
っ

て
い
た
だ
く
の
で
あ
る
。
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
参
院
地

方
区
に
１
区
在
外
代
表
区
を
も

ら
う
の
だ
。
今
は
、
最
低
で
福

井
選
挙
区
で
２
議
席
あ
る
。
在

外
区
の
議
席
と
い
う
の
は
十
分

視
野
に
入
っ
て
く
る
。
更
に
衆

院
に
つ
い
て
も
、「
直
前
の
住

民
票
の
あ
る
選
挙
区
」
な
ど
と

い
う
根
拠
薄
弱
な
割
り
当
て
で

は
な
く
、
ど
こ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
付
け
て
衆
院
在
外
区
を
設
置

す
る
の
だ
。

　

勿
論
、
権
利
に
は
義
務
も
伴

う
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
様
々
な
ご

意
見
が
あ
っ
て
簡
単
に
一
本
化

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

将
来
的
に
は
日
本
国
籍
者
に
は

全
世
界
合
算
課
税
で
日
本
に
納

税
（
但
し
二
重
課
税
は
回
避
）

と
い
う
制
度
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
夏

の
参
院
選
、
こ
う
し
た
在
外
邦

人
の
「
志
」
に
応
え
て
く
れ
る

候
補
者
の
登
場
を
待
ち
た
い
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
、作
家
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン

ス
ト
ン
在
住
）

「
在
外
邦
人
の
声
を
一
括
し
て

国
会
へ
届
け
る
方
法
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
の

英
語
発
音
駆
け
込
み
寺
「
ス
ラ

イ
ド
メ
ソ
ッ
ド
」
が
、
５
月
１

日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
10
時

ま
で
、
英
語
発
音
と
リ
ス
ニ
ン

グ
を
強
化
す
る
無
料
ウ
ェ
ブ
セ

ミ
ナ
ー
「
英
語
く
っ
き
り
耳
」

をZoom

に
て
開
催
す
る
。

　

独
自
の
メ
ソ
ッ
ド
で
、
日
本

人
の
固
ま
っ
た
舌
を
ゆ
る
め
、

正
し
い
英
語
の
音
を
発
音
す
る

こ
と
で
、
今
ま
で
聞
こ
え
な
か

っ
た
英
語
の
音
が
突
然
く
っ
き

り
聞
こ
え
始
め
る
。
対
象
は
、

英
語
が
聞
き
取
れ
ず
に
困
っ
て

い
る
人
。
講
師
は
本
紙
の
連
載

英
語
コ
ラ
ム
「
ス
ラ
イ
ド
メ
ソ

ッ
ド
で
英
語
を
キ
ャ
ッ
チ
！
」

で
お
な
じ
み
、『
最
強
英
語
発

音
メ
ソ
ッ
ド
』
著
者
の
モ
リ
ヤ

マ
ハ
ル
カ
氏
。
参
加
人
数
制
限

あ
り
。
申
し
込
み
は
、
フ
ル
ネ

ー
ム
、Zoom

で
使
用
す
る
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、「
英
語
く
っ

き
り
耳
」
セ
ミ
ナ
ー
参
加
希
望

の
旨
を
明
記
し
、
Ｅ
メ
ー
ル

inquiry@slidemethod.com 

ま
で
。 無料 ウェブセミナー

スライドメソッド

「英語くっきり耳」開催

　

一
般
社
団
法
人
国
連
平
和
の

鐘
を
守
る
会
（
本
部
東
京
都
）

の
代
表
、
高
瀬
聖
子
さ
ん
が
3

月
18
日
、
東
京
の
在
日
ウ
ク
ラ

イ
ナ
大
使
館
を
訪
問
し
、
平
和

を
願
う
「
国
連
平
和
の
鐘
」
の

レ
プ
リ
カ
を
贈
呈
し
た
。
こ
の

鐘
は
、
世
界
の
コ
イ
ン
を
溶
か

し
て
鋳
造
し
た
４
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
鐘
で
、
国
連
本
部
に
あ
る
鐘

を
寄
贈
し
た
中
川
千
代
治
が
行

っ
た
よ
う
に
鎌
倉
宮
で
入
魂
式

を
行
っ
た
。

　

高
瀬
代
表
に
よ
る
と
、
同
大

使
館
で
対
応
し
た
セ
メ
ニ
ュ
ー

ク
公
使
と
共
に
平
和
の
鐘
を
鳴

ら
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
が

一
日
も
早
く
訪
れ
る
よ
う
祈
っ

た
＝
写
真
右
＝
。
ま
た
３
月

22
日
に
は
、
在
日
ロ
シ
ア
大
使

館
を
訪
問
し
、
同
様
に
ガ
ル
ー

ジ
ン
駐
日
大
使
に
「
国
連
平
和

の
鐘
」
の
レ
プ
リ
カ
を
贈
呈
し

た
＝
写
真
左
＝
。
高
瀬
代
表
が

平
和
の
鐘
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
、
同
大
使
は
今
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
に
至
る
経
緯
と
歴
史
を

1
時
間
以
上
に
わ
た
り
説
明
し

た
あ
と
「
平
和
を
祈
る
気
持
ち

は
ロ
シ
ア
も
同
じ
」
と
述
べ
鐘

を
鳴
ら
し
、「
こ
の
音
が
駐
日

ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
と
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
に
も
届
く
よ
う
願
っ

た
」
と
話
し
た
と
い
う
。

　

高
瀬
さ
ん
は
「
ど
ち
ら
の
国

に
も
平
和
に
な
っ
て
欲
し
い
、

国
連
平
和
の
鐘
は
国
も
民
族
も

宗
教
も
考
え
方
の
違
い
も
乗
り

越
え
る
と
こ
ろ
に
平
和
が
あ
る

と
い
う
中
川
千
代
治
の
思
い
で

す
か
ら
、
こ
の
様
な
時
こ
そ
両

方
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

平和の鐘の音聞いて
国連平和の鐘を守る会の高瀬代表レプリカ寄贈

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア

在
日
両
大
使
館
に

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
対
し
て
日
本
も
制
裁
措
置
を

次
々
に
打
ち
出
す
中
、
ロ
シ
ア

側
も
非
友
好
国
と
な
っ
た
日
本

に
対
す
る
対
抗
措
置
を
と
る
と

報
道
官
が
発
表
す
る
な
ど
、
日

露
間
に
も
不
穏
な
空
気
が
漂
い

始
め
て
い
る
。

　

今
月
１
日
に
は
ロ
シ
ア
野
党

の
党
首
か
ら
「
北
海
道
は
ロ
シ

ア
が
権
利
を
有
し
て
い
る
」
と

の
一
部
専
門
家
の
主
張
を
党
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
表
明
し
た
。

Ｊ-

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
が
報

じ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
言
及
し

た
の
は
中
道
左
派
の
野
党
「
公

正
ロ
シ
ア
」
の
党
首
を
務
め
る

セ
ル
ゲ
イ
・
ミ
ロ
ノ
フ
氏
。
ロ

シ
ア
政
府
が
正
式
に
コ
メ
ン
ト

を
出
し
た
訳
で
は
な
い
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

か
ね
な
い
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
外

相
会
議
に
参
加
し
て
い
る
日
本

と
し
て
は
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
だ
。

ミ
ロ
ノ
フ
氏
は
表
明
の
中
で

「
北
海
道
が
日
本
領
だ
と
さ
れ

た
１
８
５
５
年
の
日
露
和
親
条

約
は
「
純
粋
な
誤
解
」
と
し
、

北
海
道
に
つ
い
て
は
「
ロ
シ
ア

人
開
拓
者
が
交
易
の
た
め
に
開

発
、
植
民
地
化
を
行
い
、
利
用

し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
ア
イ
ヌ

民
族
が
住
ん
で
い
た
。
サ
ハ
リ

ン
や
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
近
郊
、

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
南
部
に
住
ん

で
い
る
の
と
同
じ
民
族
で
、
ロ

シ
ア
の
民
族
の
ひ
と
つ
だ
」
な

ど
と
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。

「
北
海
道
は
ロ
シ
ア
が
権
利
」

ロ
シ
ア
野
党
党
首
が
表
明

国連平和の鐘のレプリカをウクライナ公使（右）とロシア大使（左）に手渡す高瀬代表

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
が
増
加

http://www.egawanakaba.com
mailto:inquiry@slidemethod.com
mailto:inquiry@slidemethod.com
mailto:inquiry@slidemethod.com
http://www.919usa.com
http://myriverside.net/home
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ニューヨーク日系ライオンズクラブでは地域社会や世
界への貢献のためさまざまな活動しています。

■第14回JAA春のヘルスフェア
　ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ 
　-特別講座編-
インターネット配信第4弾・日本で人気の有名講師陣が
YouTubeで講演配信
4月23日(土)～5月9日(月) 参加無料
＊視聴には事前申込が必要 Eメール: info@jaany.org

講師
山口里美（一般社団法人 日本リレーションサポート協
会 代表理事）
これで安心！ おひとりさまの永住帰国
石川立美子（介護研究家）
kimonoと五感で楽らく認知症ケアと予防！ コロナの嗅
覚低下改善にも効果的
中里えみこ　(古典ヨガインストラクター)
心と身体もスッキリ！ イスを使って簡単にできる古典
ヨガと瞑想
占部千代子　(心と身体のカウンセラー)
タオルからぬいぐるみを作る～「たおるマジックセラ
ピー講座」

【日系人会館での特別視聴会】
4月23日(土) 3:00pm～5:00pm
申込先：ＮＹ日系人会 Tel:212-840-6942

The New York Japanese-American Lions Club
【問い合わせ】www.nyjalc.org　info@nyjalc.org

ライオンズクラブ通信
　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
米
軍
基

地
か
ら
盗
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る

地
対
空
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
武
器

を
薬
物
と
引
き
換
え
に
購
入
し

よ
う
と
し
た
疑
い
で
、
日
本
国

籍
の
エ
ビ
サ
ワ
・
タ
ケ
シ
容
疑

者
（
57
）
ら
３
人
が
４
日
、
タ

イ
国
籍
の
ソ
ン
ホ
ッ
プ
・
シ
ン

ガ
ハ
シ
リ
容
疑
者
（
58
）
が
５

日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
逮
捕
さ

れ
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
連
邦
地

方
裁
判
所
が
７
日
、
明
ら
か
に

し
た
。

　

連
邦
司
法
省
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

南
部
地
区
の
声
明
に
よ
れ
ば
、

エ
ビ
サ
ワ
容
疑
者
は
「
ヤ
ク
ザ

と
し
て
も
知
ら
れ
る
日
本
の
多

国
籍
組
織
犯
罪
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

の
リ
ー
ダ
ー
」
で
、
日
本
、
タ

イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
そ
し
て
米
国
を
結
ぶ
麻
薬

お
よ
び
武
器
取
引
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
関
わ
っ
て
い
る
と
し
て
、

２
０
１
９
年
か
ら
米
麻
薬
取
締

局
（
Ｄ
Ｅ
Ａ
）
の
捜
査
対
象
と

な
っ
て
い
た
。

　

昨
年
２
月
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
渡
航
し
た

エ
ビ
サ
ワ
容
疑
者
に
覆
面
捜
査

官
が
接
触
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
米
軍
基
地
か
ら
盗
ま
れ
た

兵
器
を
購
入
す
る
計
画
を
立

て
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め

た
。
エ
ビ
サ
ワ
容
疑
者
は
仲
買

人
と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
複

数
の
反
政
府
武
装
民
族
グ
ル
ー

プ
に
、
携
帯
型
Ｍ-

72
軽
量
対

戦
車
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
、

Ｍ-

60
機
関
銃
10
丁
、
全
自
動

小
銃
10
丁
な
ど
を
送
る
予
定
だ

っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
支
払
い
の
一
部
と
し
て

計
画
さ
れ
た
の
が
大
量
の
薬
物

で
、
エ
ビ
サ
ワ
容
疑
者
は
タ
イ

国
籍
の
ソ
ン
ホ
ッ
プ
・
シ
ン
ガ

ハ
シ
リ
容
疑
者
（
58
）
と
と
も

に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
メ
タ
ン

フ
ェ
タ
ミ
ン
５
０
０
キ
ロ
グ
ラ

ム
と
ヘ
ロ
イ
ン
５
０
０
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
麻
薬
を
販
売
し
よ
う
と

し
た
。

　

覆
面
捜
査
官
が
昨
年
６
月
と

９
月
に
エ
ビ
サ
ワ
ら
に
接
触
し

た
と
こ
ろ
、
シ
ン
ガ
ハ
シ
リ
容

疑
者
は
米
と
麺
の
箱
に
入
れ
て

麻
薬
を
密
輸
し
た
と
覆
面
捜
査

官
に
語
り
、
見
本
と
し
て
麻
薬

の
一
部
を
提
供
し
た
。

　

ほ
か
に
逮
捕
さ
れ
た
の
は
、

タ
イ
と
米
国
籍
両
方
を
持
つ

国
ス
ク
サ
ン
・
ジ
ュ
ラ
ナ
ン

（
53
）
と
タ
イ
国
籍
の
ソ
ン
パ

ッ
ク
・
ル
ク
ラ
サ
ラ
ニ
ー（
55
）。

兵
器
は
竹
、
メ
タ
ン
フ
ェ
タ
ミ

ン
と
ヘ
ロ
イ
ン
に
は
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
と
ケ
ー
キ
と
い
う
暗
号

を
使
っ
て
い
た
。
エ
ビ
サ
ワ
容

疑
者
は
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ

の
容
疑
で
も
逮
捕
さ
れ
た
。
麻

薬
輸
入
や
武
器
所
有
の
陰
謀
な

ど
に
よ
り
、
４
人
は
最
高
で
終

身
刑
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト
や
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
米
国
メ
デ
ィ
ア
は
エ

ビ
サ
ワ
容
疑
者
を
「
ヤ
ク
ザ
の

ボ
ス
」
と
し
て
報
じ
た
。

暴
力
団
幹
部
を
逮
捕

マンハッタン

盗
品
の
対
戦
車
砲
を
薬
物
で
購
入

兵器を構える海老沢容疑者（写真・米司法省提供）

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ズ
市
長

は
「
私
た
ち
は
暴
力
的
な
少
数

の
者
た
ち
に
私
た
ち
の
街
を
明

け
渡
す
こ
と
は
し
な
い
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
36
丁
目
駅
に

あ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
一
部
が
作

動
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
犯
人
特
定
が
難
航
し
て
い

る
よ
う
だ
と
語
っ
た
。

　

目
撃
者
に
よ
れ
ば
銃
撃
者
が

乗
り
込
ん
だ
の
は
キ
ン
グ
ス
ハ

イ
ウ
ェ
イ
駅
で
、
警
察
は
午
後

４
時
30
分
頃
、
そ
の
駅
か
ら
５

ブ
ロ
ッ
ク
の
と
こ
ろ
に
バ
ン
が

置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
の
を

発
見
。
バ
ン
の
キ
ー
は
、
グ
ロ

ッ
ク
９
ミ
リ
拳
銃
、弾
倉
３
個
、

手
斧
、
花
火
、
ガ
ソ
リ
ン
と
思

わ
れ
る
液
体
な
ど
、
犯
人
が
残

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
地
下
鉄

車
両
内
の
持
ち
物
の
中
か
ら
見

つ
か
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
名
前
が
書
か
れ
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
銃
撃
現
場

で
発
見
さ
れ
、
警
察
は
重
要
参

考
人
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
・
Ｒ
・

ジ
ェ
ー
ム
ズ
氏
（
62
）
を
特
定

し
、
顔
写
真
も
公
表
し
た
。
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
に
住
所
を
持
っ
て
お

り
、
数
日
前
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
で
Ｕ
ホ
ー
ル
の
バ
ン
を
借

り
て
い
た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に

何
十
本
も
の
動
画
を
投
稿
し
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス

を
罵
詈
雑
言
で
非
難
し
て
い

た
。
黒
人
の
暴
力
は
黒
人
女
性

の
せ
い
で
あ
る
と
か
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
白
人
が

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
大
量
虐
殺
）

を
す
る
証
拠
だ
な
ど
と
述
べ
て

い
る
。

　

容
疑
者
の
逮
捕
と
起
訴
に
つ

な
が
る
情
報
に
対
し
て
は
最
大

５
万
ド
ル
の
報
奨
金
が
出
る
。

地
下
鉄
銃
撃
事
件

重
要
参
考
人
の
顔
写
真
公
開

http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@jaany.org
http://www.nyjalc.org%E3%80%80info@nyjalc.org
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://rblpartners.com/
tel:9175773969
tel:2122136069
http://www.rostamilaw.com
http://jweeklyusa.com
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複
雑
化
し
、
高
度
化
す
る

ア
メ
リ
カ
の
Ｈ
Ｒ

クイックUSA

87
　

感
染
に
よ
る
隔
離
の
た
め
の

こ
れ
ら
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

は
、
基
本
的
に
は
す
べ
て
従
業

員
の
自
己
責
任
で
み
な
自
分
た

ち
が
州
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
申

請
す
る
公
的
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と

な
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
会
社

側
に
も
そ
の
よ
う
な
公
的
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
従
業
員
に
指
南
し
て
あ

げ
る
道
義
的
責
任
が
あ
る
よ
う

に
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
会
社

で
用
意
さ
れ
て
い
る
従
業
員
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
中
に
も
会
社
提

供
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
同
様
に

連
邦
や
州
か
ら
提
供
さ
れ
て
い

る
公
的
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
に
つ
い

て
も
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

社
内
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い

る
べ
き
立
場
に
あ
る
の
は
や
は

り
Ｈ
Ｒ
担
当
者
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
公
的

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
内
容
や
適

用
、
そ
し
て
法
令
も
毎
年
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
さ
れ
、
変
わ
っ
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。
Ｈ
Ｒ
担
当

者
と
し
て
の
社
内
の
期
待
に
応

え
て
い
く
こ
と
ほ
ど
左
様
に
決

し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
て
か

ら
と
い
う
も
の
、
ア
メ
リ
カ
の

Ｈ
Ｒ
を
取
り
巻
く
環
境
や
規
制

は
変
化
し
続
け
、
そ
の
内
容
は

複
雑
化
し
高
度
化
し
て
い
る
と

申
し
上
げ
て
過
言
で
は
な
い
か

と
察
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
そ
れ

ら
変
化
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
自
体
が
容
易
な
こ
と
で

は
な
く
、
そ
れ
ら
変
化
に
会
社

と
し
て
ど
う
布
石
を
打
つ
の
か

ま
で
行
き
着
く
こ
と
は
並
大
抵

な
こ
と
で
は
な
い
と
い
え
ま

す
。
大
企
業
様
で
あ
れ
ば
、
Ｈ

Ｒ
の
人
員
や
組
織
も
充
実
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

50
名
未
満
の
中
小
企
業
様
の
場

合
、
専
属
の
Ｈ
Ｒ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

自
体
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
総
務

や
経
理
な
ど
と
兼
任
し
て
か
ろ

う
じ
て
Ｈ
Ｒ
も
カ
バ
ー
し
て
い

る
と
い
う
の
が
実
態
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
特
に
小
規
模
の

日
系
企
業
で
は
よ
く
耳
目
に
す

る
光
景
で
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
Ｈ
Ｒ
の
状
況
は

何
も
日
系
企
業
様
に
限
定
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ

の
小
規
模
企
業
で
も
実
態
は
ま

っ
た
く
同
じ
で
す
。
で
は
、
星

の
数
ほ
ど
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
小

規
模
企
業
は
変
わ
り
ゆ
く
Ｈ
Ｒ

の
環
境
や
施
策
に
ど
の
よ
う
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
対
応
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
多
く
は

信
頼
で
き
る
外
部
の
支
援
を
仰

い
で
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
代

の
最
初
ぐ
ら
い
ま
で
で
し
た

ら
、
さ
ほ
ど
そ
の
よ
う
な
需
要

は
高
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
い
ま
や
外
部
の
会
計
会

社
を
使
う
の
と
同
じ
ぐ
ら
い
の

切
実
な
ニ
ー
ズ
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
ま
し
て
や
日
系
企
業
様

の
場
合
、
不
慣
れ
な
海
外
の
地

で
言
葉
も
文
化
も
法
律
も
異
な

る
土
壌
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
ま

さ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
以
外
の
何
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

海
図
も
羅
針
盤
も
な
い
荒
海

で
正
し
い
方
向
に
舵
を
切
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
す
べ
て
を
自

分
た
ち
だ
け
で
取
り
仕
切
る
こ

と
は
ほ
ぼ
不
可
能
に
近
い
こ
と

で
す
。
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
こ
と

は
大
事
で
す
が
、
見
栄
を
張
る

よ
り
は
外
部
に
サ
ポ
ー
ト
を
お

求
め
に
な
る
べ
き
で
す
。
そ
れ

ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｈ
Ｒ
は
法

令
や
制
度
、
職
場
環
境
や
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
に
至
る
ま
で
、
何
層

に
も
わ
た
っ
て
い
ま
や
複
雑
化

し
、
高
度
化
し
て
き
て
い
る
と

申
し
上
げ
ら
れ
ま
す
。
会
社
の

決
算
報
告
を
外
部
の
会
計
事
務

所
に
依
頼
を
出
し
て
い
る
の

に
、
Ｈ
Ｒ
は
社
内
で
や
り
く
り

を
続
け
る
と
い
う
の
は
冷
静
に

考
え
れ
ば
非
合
理
的
だ
と
い
わ

れ
て
も
仕
方
な
い
こ
と
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
ま
す
ま
す
複
雑
化

し
高
度
化
す
る
ア
メ
リ
カ
の
Ｈ

Ｒ
に
適
切
な
相
談
相
手
に
な
っ

て
く
れ
る
外
部
サ
ポ
ー
ト
が
い

ま
ほ
ど
に
日
系
企
業
様
に
必
要

と
し
て
い
る
時
代
は
か
つ
て
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

酒
井 

謙
吉　

Pacifi c Dreams, 
Inc. CEO
www.919usa.com

　

第
80
回
Ｎ
Ｙ 

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

「
米
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
法
規
制
と
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
留

意
点
」
が
22
日
（
金
）
午
後
８

時
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開

催
さ
れ
る
。

　

米
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
法
規
制
、
特
に
他
州
に
先
駆

け
て
法
律
を
制
定
し
た
Ｃ
Ａ
州

法
を
中
心
に
、
近
年
公
表
さ
れ

た
Ｎ
Ｙ
州
法
案
に
も
触
れ
、
ビ

ジ
ネ
ス
上
の
留
意
点
に

つ
い
て
解
説
す
る
。
プ

レ
ゼ
ン
タ
ー
は
林
敬
祐

氏
。
林
氏
は
東
京
大
学

法
学
部
、
同
法
科
大

学
院
卒
業
後
、
国
内

法
律
事
務
所
勤
務
を

経
て
、
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
・
毛
利
・
友
常
法
律

事
務
所
に
所
属
す
る

弁
護
士
。
２
０
２
１

年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
・

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｌ
Ｌ

Ｍ
を
取
得
、
現
在
は

Pillsbury W
inthrop 

Shaw Pittman

法
律

事
務
所
Ｎ
Ｙ
オ
フ
ィ
ス

に
て
弁
護
士
実
務
を
学

ん
で
い
る
。
参
加
費
無

料
。
定
員
１
０
０
人
。

申し込みは     https://us02web.zoom.us/j/82287077986?pwd=WVF4RjJiYzFsNml3RnVDWXYzNkF2UT09 

　

米
国
内
最
大
級
の
ア
ジ
ア
系

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
99
ラ

ン
チ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」（
オ
ー

ル
ド
カ
ウ
ン
ト
リ
ー
・
ロ
ー
ド

１
５
０
０
番
地
）
が
９
日
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ウ
エ
ス
ト

ベ
リ
ー
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
、
サ
マ
ネ
ア
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
内
に
開
店
し
た
。 

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ブ
エ
ナ

パ
ー
ク
を
拠
点
に
大
型
ス
ー

パ
ー
56
店
舗
を
展
開
す
る
同

社
「
大
華
超
級
市
場
（
中
国
語

表
記
）」
は
、
台
湾
系
米
国
人

の
ロ
ジ
ャ
ー
・
チ
ェ
ン
氏
が

１
９
８
４
年
に
創
業
し
、
同
店

は
Ｎ
Ｙ
州
初
の
店
舗
と
な
っ

た
。
店
舗
面
積
４
万
５
６
０
２

平
方
フ
ィ
ー
ト
以
上
の
店
内
で

は
、
野
菜
、
肉
類
、
シ
ー
フ
ー

ド
、
ア
ジ
ア
系
調
味
料
や
乾

物
、
惣
菜
な
ど
の
販
売
だ
け
で

な
く
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
麺

類
、
飲
茶
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
も

堪
能
で
き
る
。
同
店
の
詳
細
は

99ranch.com

を
参
照
す
る
。 

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

のSora Aota

が
デ
ザ
イ
ン
を

提
供
す
る
新
し
い
日
本
の
メ
ン

ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド

「Artcheny

」
が
、
23
日
（
土
）

と
24
日
（
日
）
の
両
日
と
も
に

正
午
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
ロ

ー
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ

る
３
７
５
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
（
ル

ド
ロ
ー
通
り
36
番
地
）
で
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
店
を
開
催
す
る
。

　

福
島
出
身
、
20
歳
のSora 

Aota

は
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ア
ル
バ
ム
カ
バ
ー
の
ア
ー

ト
を
担
当
し
、
日
米
で
注
目
を

集
め
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
日

本
の
テ
レ
ビ
番
組
へ
の
ゲ
ス
ト

出
演
や
、
Ｊ
Ｒ
の
車
内
で
流
れ

るau

の
Ｃ
Ｍ
で
は
彼
と
そ
の

ア
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

22
日
（
金
）
夜
に
は
招
待
制
の

お
披
露
目
パ
ー
テ
ィ
ー
も
予
定

し
て
い
る
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://artcheny.com/ 

を

参
照
す
る
。

米
国
内
で
最
大
級
の

ア
ジ
ア
系
ス
ー
パ
ー

楽しい
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ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
オ
ー
プ
ン

Ｎ
Ｙ 

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
が
22
日

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
法
律

Sora Aota

手
が
け
た

デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
ド

Ｎ
Ｙ
で
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://us02web.zoom.us/j/82287077986?pwd=WVF4RjJiYzFsNml3RnVDWXYzNkF2UT09
https://artcheny.com/
https://artcheny.com/
https://artcheny.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.maxjob.com/
mailto:meiseimotors@aol.com


(9  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022年（令和 4年）4月 16日（土）

 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

　

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国

際
空
港
内
の
Ｔ
Ｗ
Ａ
ホ
テ
ル
は

今
年
も
、
特
設
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ

ー
ト
場
「
ロ
ー
ル
ア
ラ
マ
・
ア

ッ
ト
・
ザ
・
ラ
ン
ウ
ェ
ー
・
リ

ン
ク
」
を
４
月
15
日
か
ら
営
業

す
る
。 　

　

同
ホ
テ
ル
は
１
９
６
２
年

築
、
２
０
０
１
年
に
閉
館
し
た

ト
ラ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
空
港
フ
ラ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
改
装
し

て
19
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
青

と
白
の
タ
イ
ル
２
６
６
８
枚
が

床
に
敷
か
れ
た
屋
外
ス
ケ
ー
ト

場
の
横
に
は
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社

58
年
製
の
プ
ロ
ペ
ラ
旅
客
機

「
コ
ニ
ー
」
が
駐
機
し
、
懐
メ

ロ
が
流
れ
る
な
か
で
ス
ケ
ー
ト

を
楽
し
め
る
。
料
金
は
50
分
で

大
人
20
ド
ル
、
12
歳
以
下
は
16

ド
ル
（
シ
ュ
ー
ズ
の
レ
ン
タ
ル

料
込
）。
チ
ケ
ッ
ト
は
事
前
予

約
制
で
は
な
く
、
会
場
で
の
購

入
の
み
。
営
業
時
間
は
金
曜
が

午
後
４
時
〜
８
時
、
土
曜
と
日

曜
は
正
午
〜
午
後
８
時
。
11
月

１
日
ま
で
。ソ
ッ
ク
ス
要
着
用
。 

　

ま
た
コ
ニ
ー
機
内
に
は
カ
ク

テ
ル
・
バ
ー
、
同
ホ
テ
ル
内
に

は
Ｔ
Ｗ
Ａ
航
空
の
展
示
コ
ー
ナ

ー
、
ジ
ェ
ッ
ト
時
代
や
ミ
ッ
ド

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
当
時
の
デ
ザ
イ

ン
が
施
さ
れ
、
ツ
イ
ス
タ
ー
・

ル
ー
ム
で
は
60
年
代
の
ゲ
ー
ム

を
楽
し
め
る
。
宿
泊
し
な
く
て

も
、
午
前
６
〜
午
後
８
時
に
客

室
滞
在
で
き
る
デ
イ
ト
リ
ッ
パ

ー
料
金
も
あ
る
。

　

詳
細
は
公
式
サ
イ
トtwa-

hotel.com

を
参
照
す
る
。 

 

Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
行
っ
て

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

し
よ
う
か
？ 

Photograph: courtesy TWA Hotel

レ
ト
ロ
な
Ｔ
Ｗ
Ａ
ホ
テ
ル
で

　

Ｎ
Ｙ
市
交
通
局
は
６
日
午

後
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ク
イ
ー

ン
ズ
を
つ
な
ぐ
エ
ド
・
コ
ッ
チ
・

ク
イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
橋
に
あ
る
自

動
車
専
用
レ
ー
ン
の
歩
行
者
用

と
し
て
の
再
利
用
を
交
通
停
滞

を
恐
れ
て
躊
躇
し
て
い
た
が
、

修
理
工
事
に
対
応
す
る
た
め
自

転
車
と
歩
行
者
用
の
共
有
道
路

を
閉
鎖
す
る
と
発
表
。
翌
日
７

日
と
８
日
の
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
の
間
の
15
分
間
、

自
転
車
専
用
道
路
を
閉
鎖
し
、

作
業
員
が
道
路
に
鋼
鉄
を
持
ち

上
げ
た
。

　

交
通
局
に
よ
る
と
、
１
月
に

は
７
万
７
０
０
０
人
以
上
の
自

転
車
が
こ
の
橋
を
通
行
し
て
い

る
。
同
局
は
、
橋
の
南
側
車
道

を
自
動
車
専
用
道
路
か
ら
歩
行

者
専
用
道
路
に
変
更
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
２
０
２
３
年
後
半

に
延
期
し
、
現
在
歩
行
者
と
自

転
車
が
共
有
す
る
北
側
車
道
は

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
橋
の
設
定
を
真

似
て
自
転
車
道
に
変
更
す
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
改
修
は
21
年

初
め
に
ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
前

市
長
が
発
表
し
、
22
年
後
半
ま

で
に
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た

が
、
１
２
０
年
の
歴
史
を
持
つ

橋
の
上
層
部
分
の
修
理
に
よ
る

道
路
閉
鎖
の
た
め
、
１
年
先
延

ば
し
に
し
て
い
た
。

ク
イ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
ー
橋

自
転
車
道
と
歩
行
道
路

工
事
の
た
め
一
時
閉
鎖

　

Ｎ
Ｙ
州
北
部
を
ビ
ン
テ
ー
ジ

列
車
で
巡
る
日
帰
り
旅
「
ハ
ド

ソ
ン
リ
バ
ー
・
レ
ー
ル
・
エ
ク

ス
カ
ー
ジ
ョ
ン
ズ
」
が
昨
秋
に

続
き
、今
年
６
月
に
再
開
す
る
。 

　

走
行
す
る
の
は
、
１
９
０
２

〜
67
年
に
Ｎ
Ｙ
〜
シ
カ
ゴ
を
運

行
し
た
「
20
世
紀
特
急
」。
旅

は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
駅
の
新

駅
舎
「
モ
イ
ニ
ハ
ン
・
ト
レ
イ

ン
・
ホ
ー
ル
」
内
に
あ
る
ア
ム

ト
ラ
ッ
ク
専
用
の
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
・
ラ
ウ
ン
ジ
で
始
ま
り
、

ビ
ン
テ
ー
ジ
車
両
「
ヒ
ッ
コ
リ

ー
・
ク
リ
ー
ク
」
ま
た
は
「
タ

バ
ー
ン
・
ラ
ウ
ン
ジNo.43

」

に
乗
車
し
北
上
す
る
。 

　

豪
華
列
車
「
ヒ
ッ
コ
リ
ー
・

ク
リ
ー
ク
」
利
用
の
料
金
は
１

人
３
４
９
ド
ル
で
、
車
内
で
シ

ェ
フ
が
調
理
す
る
コ
ー
ス
料

理
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
の
飲
み

放
題
が
含
ま
れ
る
。
車
中
に
は

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
４
室
、
バ
ス
ル

ー
ム
４
室
、
ラ
ウ
ン
ジ
車
両
16

席
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
車
両
８
席
が

あ
り
、
復
路
で
は
ハ
ド
ソ
ン
川

に
沈
む
夕
日
を
展
望
車
両
か
ら

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。「
タ

バ
ー
ン
・
ラ
ウ
ン
ジNo.43

」

利
用
は
１
４
９
ド
ル
で
、
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
な
ど
の
軽
食
の
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
が
含
ま
れ
る
。
チ
ケ
ッ

ト
の
予
約
は
今
月
22
日
の
午
前

10
時
か
ら
開
始
す
る
。
チ
ケ
ッ

ト
の
予
約
、
運
行
日
な
ど
の
詳

細
はhudsonriverrail.com

を
参
照
す
る
。 

ビ
ン
テ
ー
ジ
列
車
で
日
帰
り
の
旅

６
月
に
実
施
、
今
月
22
日
に
予
約
開
始

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
貿
易
は

昨
年
末
か
ら
サ
ン
ト
リ
ー
の

ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
樽

生
ビ
ー
ル
の
販
売
を
開
始
し
、

現
在
、
約
40
軒
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
お
披
露
目

イ
ベ
ン
ト
が
11
日
昼
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
（
Ｍ
ｏ
Ｍ

Ａ
）
内
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
、

「
ザ
・
モ
ダ
ン
」で
開
催
さ
れ
た
。 　

当
日
は
、
日
本
か
ら
唯
一
と

い
わ
れ
て
い
る
サ
ン
ト
リ
ー
・

ド
ラ
フ
ト
マ
ス
タ
ー
の
大
野
浩

さ
ん
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル

ツ
の
特
徴
で
あ
る
「
神
泡
」
と

言
わ
れ
る
泡
に
つ
い
て
解
説
、

樽
生
や
グ
ラ
ス
の
洗
浄
な
ど
生

ビ
ー
ル
を
美
味
し
く
飲
む
秘
訣

や
こ
だ
わ
り
の
注
ぎ
方
を
披
露

し
た
。
実
演
で
、
ビ
ー
ル
の
香

り
や
コ
ク
を
引
き
立
た
せ
る
た

め
に
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ラ
ス
で
ビ
ー
ル
７
割
泡
３
割
の

黄
金
比
率
の
泡
を
作
っ
て
見
せ

る
と
、会
場
か
ら
は
「
お
ぉ
ー
」

と
い
う
驚
き
の
声
が
沸
い
た
。

ザ・プレミアム・モルツの美味しい注ぎ方を実演解説する大野さん

「生ビールは注ぎ方が大切なんです」
サントリーの大野さん
THE MODERNで解説

http://ariyoshiny.com
tel:5168833046
http://www.jwsny.org
https://japaneseschool.org
tel:5168833500
https://www.rapidtest.nyc/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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 BOOKS
　

動
画
配
信
サ
イ
トNetfl ix

こ
と
ネ
ト
フ
リ
は
国
別
で
ト
ッ

プ
10
を
公
表
し
て
い
る
。
日
本

の
ト
ッ
プ
10
に
は
韓
国
ド
ラ
マ

５
作
品
以
上
が
上
位
に
常
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、
日
本
の

ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
よ
り
も
圧

倒
的
な
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。

２
０
０
０
年
代
の
冬
ソ
ナ
の
ヨ

ン
さ
ま
ブ
ー
ム
に
も
乗
ら
ず
韓

国
ド
ラ
マ
は
全
く
身
近
で
は
な

か
っ
た
が
、
常
時
ト
ッ
プ
10
に

入
る
の
で
気
に
な
っ
て
観
て
み

た
ら
セ
ッ
ト
や
ア
ク
シ
ョ
ン
も

凝
っ
て
い
て
見
る
か
ら
に
お
金

が
掛
か
っ
て
い
る
し
、
ス
ト
ー

リ
ー
が
と
て
も
面
白
い
の
だ
。

と
に
か
く
女
性
が
強
い
。
言
葉

遣
い
が
強
く
、
人
を
叩
い
た
り

暴
力
的
で
は
あ
る
が
、
負
け
な

い
姿
勢
が
格
好
良
く
見
え
た
。

　

ド
ラ
マ
も
映
画
も
文
字
と
し

て
表
現
さ
れ
て
か
ら
、
つ
ま
り

脚
本
が
書
か
れ
て
か
ら
撮
影
と

な
る
の
で
、
映
像
表
現
の
ベ
ー

ス
と
な
る
文
字
の
世
界
で
あ
る

韓
国
の
文
学
に
興
味
が
湧
い

た
。
ど
の
作
品
に
し
よ
う
か
と

迷
っ
た
時
、
物
悲
し
く
視
線
が

定
ま
っ
て
い
な
い
時
に
人
が
見

せ
る
表
情
の
イ
ラ
ス
ト
の
表
紙

が
気
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
ジ

ャ
ケ
買
い
で
本
書
を
選
ん
だ
。

　

主
人
公
の
少
年
ユ
ン
ジ
ェ
は

生
ま
れ
て
か
ら
笑
う
こ
と
も
感

情
を
表
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。

４
歳
の
時
に
不
安
に
な
っ
た
母

親
が
大
き
な
病
院
に
連
れ
て
行

き
、
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い

る
「
ア
ー
モ
ン
ド
」
の
形
を
し

た
扁
桃
体
が
人
よ
り
小
さ
く
、

悲
し
み
も
喜
び
も
愛
も
恐
怖
も

感
じ
ら
れ
な
い
失
感
情
症
と
い

う
診
断
が
下
さ
れ
た
。
学
校
に

通
い
始
め
た
ユ
ン
ジ
ェ
は
少
年

ゴ
二
と
出
会
う
。
彼
は
ユ
ン
ジ

ェ
と
は
真
逆
で
感
情
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
ず
爆
発
す
る
タ
イ

プ
。
２
人
は
周
囲
か
ら
理
解
不

能
の
タ
イ
プ
が
違
う
「
怪
物
」

と
し
て
見
ら
れ
、
ユ
ン
ジ
ェ
は

ゴ
ニ
と
関
わ
る
う
ち
に
彼
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
が
感
情
が
な

い
か
ら
分
か
ら
な
い
。
共
感
し

よ
う
と
し
て
も
共
感
と
い
う
も

の
が
分
か
ら
な
い
か
ら
友
情
が

芽
生
え
な
い
。平
行
線
を
辿
る
。

　

少
年
ユ
ン
ジ
ェ
の
語
り
口
で

物
語
は
進
む
。
自
分
も
ユ
ン
ジ

ェ
と
同
じ
く
感
情
が
な
か
っ
た

ら
と
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。
意
地
悪
さ
れ
て
も
辛
い

と
は
思
わ
な
い
し
、
好
か
れ
よ

う
な
ん
て
努
力
し
な
く
て
も
い

い
の
で
他
人
の
顔
色
を
伺
っ
て

生
き
な
く
て
い
い
。
恐
怖
も
感

じ
な
い
か
ら
暗
い
夜
道
も
平
気

で
歩
け
る
し
、
感
染
症
へ
の
恐

怖
も
な
い
。
戦
争
で
亡
く
な
っ

た
人
々
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
を
見

て
も
悲
観
し
な
く
て
済
む
。
人

生
楽
に
生
き
ら
れ
る
で
は
な
い

か
。
し
か
し
、
感
情
が
な
い
と

い
う
こ
と
は
、他
人
を
慈
し
み
、

同
情
し
た
り
、
そ
れ
こ
そ
人
を

好
き
に
な
っ
た
り
す
る
感
情
も

な
い
わ
け
で
、
人
と
し
て
生
き

て
い
る
意
味
が
な
い
で
は
な
い

か
。
作
者
は
失
感
情
症
の
少
年

を
通
し
て
、
辛
い
こ
と
や
悲
し

い
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情

を
強
調
し
て
、
幸
せ
の
感
情
の

重
要
性
を
際
立
た
せ
て
読
者
に

伝
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

　

人
間
が
人
間
で
あ
る
の
は

「
感
情
」
が
あ
る
か
ら
と
分
か

っ
て
い
て
も
、
愛
し
合
い
助
け

合
っ
て
仲
良
く
生
き
る
感
情
よ

り
も
気
に
入
ら
な
い
相
手
を
排

除
し
、
抹
殺
す
る
方
向
に
莫
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
て
い

る
状
況
に
絶
望
し
て
し
ま
う
。

絶
望
す
る
の
は
辛
い
か
ら
感
情

な
ん
て
い
ら
な
い
。
で
も
感
情

が
な
い
と
生
き
て
い
る
意
味
は

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
結
論

の
出
な
い
堂
々
巡
り
を
し
て
し

ま
う
。
作
者
の
ソ
ン
・
ウ
ォ
ン

ビ
ン
は
韓
国
で
映
画
監
督
、
脚

本
家
、
小
説
家
と
し
て
も
活
躍

し
、
出
産
直
後
に
本
書
の
初
稿

を
一
気
に
書
き
上
げ
た
と
い

う
。
極
端
な
感
情
の
登
場
人
物

を
描
き
出
し
、
毎
日
自
分
が
付

き
合
っ
て
翻
弄
さ
れ
て
い
る

「
感
情
」
に
つ
い
て
向
き
合
え

る
時
間
を
く
れ
た
一
冊
で
あ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
（
山
河
藍
）

怒りも恐怖も愛も感じない少年の物語
ソン・ウォンピョン・著

 祥伝社・刊

■きたきた捕物帖（宮部みゆき、PHP文芸文庫）16歳の
北一は亡くなった岡っ引き・千吉親分の本業だった文庫（本
や小間物を入れる箱）売りで生計を立てている。やがて自
前の文庫を作り、売ることができる日を夢見て。ちょっと
気弱な北一が相棒となる喜多次と出逢い、周りの人に助け
られながら事件や不思議なできごとを解き明かす時代人情
ミステリー。■ぼけますから、よろしくお願いします。お
かえりお母さん（信友直子、新潮社）85歳で認知症になっ
たあと脳梗塞で入院した母に、変わらぬ愛を注ぐ98歳の
父。遠距離介護を続ける娘が書きとめた夫婦の絆を描く。
映像作家の娘が撮り続けた老老介護の日常『ぼけますから、
よろしくお願いします。』（2019年刊）の続編。■脱税の
世界史（大村大次郎、宝島社新書）古代エジプトの時代か
ら現代まで、世界を動かした数々の大事件の裏には教科書
に載っていない「脱税」問題があった。ローマ帝国の崩壊
や宗教改革、フランス革命に産業革命、大きな歴史の転換
期にある脱税の歴史。元税務調査官が紐解く驚きの事実に
満ちた世界史。■ブラックボックス（砂川文次、講談社）
自衛隊を辞め、いまは自転車便メッセンジャーの仕事に就
いている28歳のサクマ。何をやっても続かず、今の仕事
も何歳までできるのか…。そんななか同居している女性が
妊娠。ちゃんとしたいのに、不安と焦りから事件を起こす。
第166回芥川賞受賞作。■欺す衆生（月村了衛、新潮文庫）戦後最大の詐
欺集団、横田商事。その崩壊を目撃した隠岐隆は同じく元社員の因幡充に勧
誘され、嫌々ながら再び悪事に手を染める。さらに2人の成功を嗅ぎつけ、
経済ヤクザまでもが加わってきた。原野商法から海外ファンドにまで沸騰し
てゆく遊戯の果てに見えるのは光明か地獄か。山田風太郎賞受賞の犯罪物語。
■がん治療　ウイルスでがんを治す（藤堂具紀、文春新書）2021年、世界
で初めて脳腫瘍を対象とした「がん治療用ウイルス薬」が日本で承認された。
ウイルスを人類の「味方」にするという画期的な発想から生まれた「G47Δ」
は副作用が比較的軽く、あらゆる固形がんに適用できる。従来のがん治療を
根本から変えうる治療法を確立した臨床医の長き闘いの全貌。（高田由起子）

■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

２
人
の
「
き
た
さ
ん
」
が
活
躍
す
る
時
代
人
情
ミ
ス
テ
リ
ー
。
老
老
介
護
の
日
常
を
描

い
た
続
編
。
元
国
税
調
査
官
が
紐
解
く
世
界
の
脱
税
。
第
１
６
６
回
芥
川
賞
受
賞
作
。
大

金
に
憑
か
れ
た
男
た
ち
。
従
来
の
が
ん
治
療
を
根
本
か
ら
変
え
る
治
療
法
。

 ■即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

編
者
の
ひ
と
り
、
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ン
・
ヤ
ノ
は
ハ
ワ

イ
大
学
の
人
類
学
の
教
授
。

２
０
１
４
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
の
日
本
研
究
機
関
「
エ

ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
日
本
研
究
所
」
に
招
か

れ
客
員
教
授
と
し
て
「
ア
ジ

ア
系
ア
メ
リ
カ
人
で
い
る
こ

と
」と
い
う
授
業
を
行
っ
た
。

ク
ラ
ス
を
始
め
て
み
る
と
、

生
徒
の
ア
ジ
ア
系
米
国
人
と

し
て
の
経
験
は
個
人
的
な
も

の
で
あ
り
、
人
々
に
伝
え
る

価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
気
づ

い
た
と
い
う
。
ク
ラ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
始
ま
っ
た

調
査
だ
が
、
次
の
学
期
に
は

８
人
の
学
生
に
よ
る
チ
ー
ム

が
組
ま
れ
、
同
大
学
に
通
う

ア
ジ
ア
系
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
始
め
た
。
本
書
は
そ
れ
を

ま
と
め
た
も
の
と
な
る
。
そ

の
た
め
、
内
容
は
広
範
囲
な

民
族
学
的
な
も
の
で
は
な

く
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
リ
ー
ト

大
学
に
通
う
一
握
り
の
ア
ジ

ア
系
学
生
の
体
験
だ
。

　

時
期
を
同
じ
く
し
て
ハ
ー

バ
ー
ド
大
で
は
、
ア
ジ
ア
系

学
生
を
一
定
の
割
合
に
保
つ

た
め
に
彼
ら
の
入
学
を
抑
え

込
ん
で
い
る
と
い
う
、
ア
ジ

ア
系
学
生
に
対
す
る
差
別
訴

訟
が
起
こ
っ
て
い
た
。
エ
リ

ー
ト
校
の
学
生
の
事
象
だ

が
、
こ
の
内
省
の
経
路
は
ア

ジ
ア
系
に
共
通
す
る
も
の
だ

と
感
じ
た
。

（
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ッ
ク
ジ
ャ

ム
編
集
長
／
秦
隆
司
）

ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
で
い
る
こ
と

 『Straight A's』
 Christine Yano, Adolph Akatsuka
 Duke University Press Books
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全
世
界
日
本
人
学
校
校
長
会

が
主
催
し
、
海
外
子
女
教
育
振

興
財
団
（
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）
が
運
営

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
世
界

的
な
学
習
サ
ミ
ッ
ト
「JOES 

Davos Next 2022

」
が
９
月

に
開
催
さ
れ
る
。こ
れ
に
伴
い
、

エ
ン
ト
リ
ー
の
登
録
を
５
月
１

日
（
日
）
か
ら
開
始
し
、
主
に

小
学
高
学
年
か
ら
中
学
生
を
対

象
に
参
加
希
望
者
を
募
る
。
申

し
込
み
締
め
切
り
は
５
月
31
日

（
火
）
ま
で
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次

世
代
を
担
う
児
童
生
徒
が
世
界

的
課
題
に
対
し
て
関
心
を
持

ち
、「
自
ら
調
べ
、
考
え
、
発

信
し
、
行
動
す
る
」
主
体
性
を

養
い
、
異
な
る
視
点
を
持
つ
仲

間
と
連
携
・
協
働
し
て
磨
き
合

っ
て
、
そ
の
課
題
解
決･

改
善

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く

き
っ
か
け
と
な
る
学
び
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
現
在
海
外
に
在
住
し
て

い
る
児
童
生
徒
や
帰
国
子
女
な

ど
を
主
な
対
象
に
し
て
行
わ
れ

る
。

　

第
１
部
の
イ
ベ
ン
ト
は
９
月

６
日
（
火
）
に
行
わ
れ
る
「
基

調
講
演
」
で
、
京
都
大
学 iPS

細
胞
研
究
所
名
誉
所
長
の
山
中

伸
弥
教
授
＝
写
真
＝
を
講
師
に

迎
え
、「
夢
を
叶
え
る
力
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
演
お

よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
の
質

疑
応
答
を
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
ラ
イ

ブ
配
信
す
る
。
ま
た
、
時
差
に

よ
り
ラ
イ
ブ
で
参
加
で
き
な
い

児
童
生
徒
の
た
め
に
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
も
行
う
。
第
２
部
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
協
働
作
業
）

と
な
っ
て
お
り
、
第
１
部
の
講

演
に
参
加
し
て
各
自
考
え
た
こ

と
を
ふ
ま
え
、
世
界
中
の
仲
間

と
と
も
に
学
び
を
深
め
る
。
９

月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
に
６
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
（
３
回
程
度
）
等
を
通
じ

て
課
題
に
取
り
組
む
。
さ
ら

に
最
後
ま
で
参
加
で
き
た
児
童

生
徒
に
向
け
て
、
12
月
18
日

（
日
）（
予
定
）
に
世
界
中
の
児

童
生
徒
た
ち
が
滞
在
国
・
地

域
別
等
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
意
見
交
換
を
行
う
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
会
を
開
催
す
る
。

　

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://www. joes.

or.jp/kojin/jdnext 

を
参
照
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
＋
81
・

３
・
４
３
３
０
・
１
３
５
１
、
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ルjdnext@joes.

or.jp

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財

団Davos Next

事
務
局
）
ま

で
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
は
５
月
１

日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
11
時

30
分
ま
で
「
子
ど
も
の
日
の
集

い
」
を
開
催
す
る
。
海
外
で
も

日
本
の
伝
統
文
化
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
保
護
者

を
対
象
に
、
季
節
の
行
事
を
通

し
た
日
本
文
化
を
体
験
。
希
望

者
に
は
学
園
内
ツ
ア
ー
も
行

う
。
対
象
年
齢
は
２
歳
半
か
ら

６
歳
。
定
員
は
５
家
族
。
参
加

費
は
子
ど
も
ひ
と
り
20
ド
ル
、

兄
弟
姉
妹
も
参
加
可
能
。
一

緒
に
製
作
を
す
る
場
合
は
ひ

と
り
10
ド
ル
追
加
。
申
し
込

み
は
27
日(

水)

ま
で
に
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルnichinichi.

asobo.nyikuei@gmail.com

ま
で
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
川
﨑
淳
一
郎
校
長
・
生
徒
数

３
７
６
人
）
は
２
日
、
幼
児
部

か
ら
高
等
部
ま
で
合
同
で
入
園

入
学
式
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
講
堂

で
実
施
し
、
幼
児
部
21
人
、
初

等
部
46
人
、
中
等
部
18
人
、
高

等
部
12
人
、
計
97
人
の
新
入
生

は
希
望
を
胸
に
、
来
賓
や
保
護

者
・
教
職
員
ら
が
温
か
く
見
守

る
中
新
し
い
節
目
を
迎
え
た
。

　

滝
教
頭
は
「
日
本
と
ア
メ
リ

カ
の
良
い
と
こ
ろ
を
吸
収
し
、

何
事
も
諦
め
ず
に
色
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
下
さ
い
」
と
、
川

川
﨑
校
長
の
祝
辞
を
代
読
し

た
。
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館

森
大
使
か
ら
「
日
本
の
未
来
を

担
う
皆
様
へ
、
両
国
を
は
じ
め

と
し
た
世
界
各
国
の
架
け
橋
と

な
る
よ
う
期
待
を
し
て
お
り
ま

す
」
と
の
激
励
の
祝
辞
が
届
い

た
。
新
入
生
代
表
新
中
等
部
１

年
中
本
有
誠
君
は
「
中
等
部
で

は
更
に
仲
間
達
と
絆
を
深
め
、

互
い
に
信
頼
し
合
い
な
が
ら
充

実
し
た
補
習
校
生
活
を
送
り
た

い
」
と
の
決
意
を
述
べ
、
在
校

生
代
表
の
新
高
等
部
２
年
渡
邉

慧
君
は
、補
習
校
の
時
間
が『
貴

重
な
時
間
』
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
、「
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ
で
き

る
よ
う
、
補
習
校
生
活
の
第
一

歩
を
し
っ
か
り
と
踏
み
切
っ
て

下
さ
い
」
と
新
入
生
へ
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
（
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ホ
ワ
イ

ト
プ
レ
ー
ン
ズ
）
が
、
今
年
の

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参
加
す
る

３
歳
か
ら
７
歳
ま
で
の
児
童

を
募
集
し
て
い
る
。
期
間
は

６
月
27
日
（
月
）
か
ら
８
月

５
日
（
金
）
ま
で
（
７
月
４

日
は
独
立
記
念
日
の
た
め
休

み
）。
３
歳
か
ら
７
歳
ま
で
が

対
象
の
１
日
コ
ー
ス
（
午
前

８
時
45
分
か
ら
午
後
３
時
ま

で
）
と
、
３
歳
児
の
み
の
半
日

コ
ー
ス
（
午
前
８
時
45
分
か
ら

11
時
45
分
ま
で
）
が
あ
る
。
参

加
は
２
週
間
か
ら
申
し
込
み
が

可
能
。
毎
日
の
こ
と
ば
の
ク

ラ
ス
（
日
本
語
ま
た
は
Ｅ
Ｓ

Ｌ
）
で
夏
の
間
の
語
学
力
を
集

中
的
に
ア
ッ
プ
し
、
屋
外
で
思

い
切
り
水
遊
び
や
涼
し
い
ホ
ー

ル
で
の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
豊
富

な
施
設
を
使
っ
て
天
候
や
気
温

に
合
わ
せ
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

楽
し
む
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
４
・
９
４
９
・
０
０
６
７
、

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト www.

kodomony.org

を
参
照
す

る
。

　

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

日
系
デ
イ
ケ
ア
の
ス
タ
ー
チ
ャ

イ
ル
ド
の
園
児
た
ち
が
５
日
、

春
の
遠
足
行
事
と
し
て
ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。
少

し
ず
つ
春
が
感
じ
ら
れ
る
季
節

の
な
か
、
子
供
た
ち
は
ト
レ
イ

ル
で
短
い
コ
ー
ス
の
青
い
印
を

探
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と

「
青
見
つ
け
た
！
」
と
大
喜
び
。

途
中
で
遠
回
り
の
赤
コ
ー
ス
を

見
つ
け
る
と
、
今
度
は
「
赤
に

行
く
ー
」
と
言
い
出
し
、
結
局

全
員
で
頑
張
っ
て
長
い
コ
ー
ス

を
走
っ
た
り
、
ジ
ャ
ン
プ
し
た

り
丸
太
に
座
っ
て
水
を
飲
ん
だ

り
木
の
枝
を
見
つ
け
た
り
と
、

自
然
を
た
く
さ
ん
楽
し
み
な
が

ら
春
を
感
じ
て
散
歩
を
楽
し
ん

だ
。
ま
だ
歩
け
な
い
幼
児
は
、

ワ
ゴ
ン
に
乗
っ
て
周
り
の
景
色

を
見
た
り
ガ
タ
ガ
タ
道
を
通
っ

た
り
し
て
楽
し
ん
だ
。
た
く
さ

ん
歩
い
た
あ
と
は
芝
生
に
マ
ッ

ト
を
広
げ
て
ラ
ン
チ
を
食
べ
、

お
い
し
い
空
気
も
い
っ
ぱ
い
吸

っ
て
春
の
１
日
を
満
喫
し
た
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
（
濟
藤
和
彦
校
長
、
生
徒
数

２
５
５
人
）
は
３
日
、
３
年
ぶ

り
と
な
る
対
面
で
の
入
学
式
・

入
園
式
を
行
っ
た
。
日
米
両
国

の
国
歌
演
奏
で
厳
粛
に
始
ま
っ

た
式
で
は
、
濟
藤
和
彦
文
部
科

学
省
派
遣
校
長
、
リ
ー
季
里
理

事
・
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

の
式
辞
、
小
野
雅
之
理
事
長
、

来
賓
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事

の
森
美
樹
夫
大
使
、
ミ
ラ
ー
晴

子
父
母
会
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。

　

濟
藤
校
長
は
新
小
学
１
年
生

へ
「
自
分
か
ら
す
す
ん
で
挨
拶

を
し
よ
う
、
人
の
話
を
よ
く
聞

こ
う
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は

自
分
で
し
よ
う
」
と
３
つ
の
お

願
い
を
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も

に
述
べ
た
。
ま
た
、
中
学
・
高

等
部
の
新
１
年
生
に
は
「
志
あ

る
と
こ
ろ
に
道
あ
り
」
と
い
う

希
望
と
勇
気
の
湧
く
言
葉
で
激

励
し
た
。

合同入園・入学式開催
NY 補習授業校ウエストチェスター校

３年ぶりに講堂で実施

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の

参
加
児
童
を
募
集
中

楽しく春の遠足
スターチャイルド
ネイチャーセンターへ

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
Ｎ
Ｊ
校

子
ど
も
の
日
の
集
い

５
月
１
日
に
開
催
へ

プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校

対
面
で
入
園
・
入
学
式

世
界
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
ミ
ッ
ト

JOES Davos Next 2022　
９
月
に
開
催　
　

5
月
１
日
か
ら
受
け
付
け

https://www
https://www
mailto:asobo.nyikuei@gmail.com
mailto:asobo.nyikuei@gmail.com
mailto:asobo.nyikuei@gmail.com
mailto:asobo.nyikuei@gmail.com
http://www.kodomony.org
http://www.kodomony.org
http://www.kodomony.org
tel:2014616502
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
https://www.bookendtutoring.com/
http://starchildny.com
https://www.englishlanguagesuccess.org/
https://japaneseschool.org
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
E
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応

募
作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発

表
●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
（
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
１

澤
田　

晴
登

書
の
散
歩
道

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036

■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
４

　

劉　

勝
瑛

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会

坂
口　

貴
男　

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
１

岩
永　

菜
々
夏

テ
キ
サ
ス
州

イ
ン
カ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
高
２

マ
リ
ア　

ボ
デ
ン

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
日
本
語
科

ペ
リ
ー　

ロ
シ
ン　

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
http://www.betteratmath.com
https://www.kokinshodo.com/
http://www.masako-inkyo.com/
http://www.kodomony.org


　

弟
が
、
夜
ご
は
ん
を
の
こ
し

た
時
に
、
お
父
さ
ん
が
、「
世

の
中
に
は
食
べ
ら
れ
な
い
人
が

沢
山
い
る
か
ら
さ
い
後
ま
で
ご

は
ん
を
、
き
ち
ん
と
食
べ
な
さ

い
。」
と
言
い
ま
し
た
。
私
は

世
界
で
ど
の
ぐ
ら
い
の
人
が
食

べ
ら
れ
な
い
で
困
っ
て
い
る
の

か
知
り
た
く
な
っ
て
調
べ
て
み

ま
し
た
。

　

国
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
と
、
世
界
の
こ
く
物
生
さ
ん

り
ょ
う
は
、
毎
年
二
十
六
億
ト

ン
以
上
だ
そ
う
で
す
。
世
界
で

は
、
す
べ
て
の
人
が
十
分
に
食

べ
ら
れ
る
食
料
は
生
さ
ん
さ
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
十
人
に
一
人
が
食
べ

ら
れ
ず
、
う
え
に
苦
し
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。
そ
の
原
因
の
一

つ
は
、
十
三
億
ト
ン
の
食
べ
物

が
毎
年
捨
て
ら
れ
て
い
る
か
ら

だ
そ
う
で
す
。
私
は
こ
ん
な
に

捨
て
ら
れ
て
い
る
食
料
が
多
い

事
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
お
な

か
を
空
か
せ
て
い
る
人
に
、
す

こ
し
で
も
分
け
て
あ
げ
ら
れ
た

ら
い
い
の
に
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
は
、
大
き
い
事
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
毎
日
ち
ゃ
ん
と
の
こ

さ
ず
食
べ
て
、
弟
と
妹
が
の
こ

さ
ず
食
べ
る
よ
う
に
面
ど
う
を

み
た
い
で
す
。
ま
た
、
む
だ
を

ふ
や
さ
な
い
た
め
に
ス
ー
パ
ー

で
お
母
さ
ん
が
買
い
す
ぎ
な
い

よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
の
小
さ
な
一
歩
が

少
し
で
も
役
に
立
て
ば
う
れ
し

い
で
す
。

　
（
滞
米
８
年
）
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私
は
車
が
好
き
だ
。

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
大
き
す

ぎ
る
ス
ポ
イ
ラ
ー
を
付
け
た

車
を
描
い
て
る
幼
少
期
、
ト

ミ
カ
や
ホ
ッ
ト
ウ
ィ
ー
ル
を

集
め
て
い
た
時
か
ら
は
10
年

以
上
経
っ
た
が
、
私
の
車
へ

の
愛
は
開
花
を
待
っ
て
い
た

だ
け
。
こ
の
作
文
で
、
ア
メ

リ
カ
で
の
私
の
車
の
体
験
を

話
し
た
い
。

　

あ
る
日
父
が
知
り
合
い
か

ら
も
ら
っ
た
車
を
見
せ
た
。

ベ
ー
ジ
ュ
色
の
２
０
０
７
年

B
M
W
X
3
。
運
転
手
ド
ア

の
前
に
光
る
3.0
の
バ
ッ
ジ
。

後
ろ
姿
は
正
直
不
格
好
。
大

き
な
タ
イ
ヤ
。
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
。
イ
ン
テ
リ
ア
は
普
通
。

ち
ょ
っ
と
古
い
感
じ
が
し
た
。

私
は
車
を
手
に
し
た
の
は
嬉

し
い
も
の
の
、
特
別
感
の
な

い
普
通
の
車
と
し
か
思
わ
な

か
っ
た
。
車
を
本
当
に
楽
し

む
の
に
は
相
当
し
な
か
っ
た
。

ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開
け
る
ま
で
。

ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
中
に
は
、
自

分
が
見
た
数
少
な
い
車
の
ど

れ
よ
り
も
大
き
い
エ
ン
ジ
ン

が
あ
っ
た
。
ま
だ
知
識
が
浅

い
私
で
も
、
た
だ
者
で
は
無

い
と
感
じ
た
。
後
で
説
明
書

を
読
ん
で
知
っ
た
が
エ
ン
ジ

ン
は
３
リ
ッ
ト
ル
の
直
列
６

気
筒
、
イ
ン
ラ
イ
ン
シ
ッ
ク

ス
。
も
ち
ろ
ん
13
年
経
っ
た

の
で
少
し
古
い
が
、
新
車
の

時
は
２
６
０
馬
力
で
ト
ル
ク

が
２
２
０
。
エ
ン
ジ
ン
を
か

け
る
と
少
し
静
か
だ
が
よ
く

聞
く
と
低
い
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

っ
ぽ
い
音
が
聞
こ
え
た
。

　

こ
の
車
に
最
初
に
乗
っ
た

時
、
私
の
印
象
は
あ
ま
り
よ

く
な
か
っ
た
。
車
の
せ
い
で

は
な
く
、
た
だ
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
で
は
な
か
っ
た
か
ら
好
き

に
な
れ
な
か
っ
た
。
結
局
す

ぐ
後
に
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が
壊

れ
使
え
な
く
な
っ
た
。
ま
だ

私
は
仮
免
も
持
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
不
必
要
と
親
が
車

庫
の
中
に
入
れ
た
。
そ
し
て

い
つ
の
間
に
か
飾
り
物
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

真
剣
に
頑
張
っ
た
、
辛
い

ジ
ュ
ニ
ア
の
一
年
を
終
え
夏

休
み
を
迎
え
た
週
、
私
は
免

許
を
取
っ
た
。
親
は
誕
生
日

祝
い
と
し
て
、
車
を
修
理
に

出
し
て
く
れ
た
。
数
ヶ
月
ぶ

り
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
た

車
は
、
大
男
が
咳
払
い
す
る

よ
う
に
、
と
て
も
大
き
な
音

で
威
嚇
し
て
き
た
。
心
臓
が

ド
キ
ッ
と
し
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
私
は
こ
の
車
を
シ
ャ

コ
（
車
庫
）
ち
ゃ
ん
と
名
付

け
た
。
面
白
半
分
の
名
前
だ

っ
た
が
、
い
つ
し
か
そ
の
名

前
も
好
き
に
な
っ
た
。

　

一
人
で
の
運
転
は
二
日
目

に
も
う
完
全
に
慣
れ
た
。
仮

免
の
時
は
親
と
一
緒
で
は
な

い
と
い
け
な
か
っ
た
か
ら
、

毎
回
同
じ
道
路
を
運
転
し
た

だ
け
だ
っ
た
。
私
は
バ
イ
ト

の
前
後
の
時
間
、
シ
フ
ト
が

な
い
日
は
毎
日
運
転
し
た
。

新
し
い
道
路
を
開
拓
す
る
毎

日
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。

車
は
ま
だ
完
全
に
好
き
に
は

な
れ
な
か
っ
た
。
窓
を
閉
め

て
い
る
と
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞

こ
え
な
い
、
硬
い
脚
周
り
の

せ
い
で
ブ
カ
ブ
カ
と
揺
れ
る
。

特
に
酷
か
っ
た
の
が
燃
費
。

平
均
は
一
ガ
ロ
ン
19
マ
イ
ル
。

そ
れ
で
も
愛
車
を
買
え
る
日

は
当
分
こ
な
い
だ
ろ
う
し
無

理
に
好
き
に
な
ろ
う
と
し
た
。

そ
ん
な
こ
ん
な
し
て
い
る
う

ち
に
３
ヶ
月
経
っ
た
。
そ
の

間
友
達
と
会
っ
た
り
、
サ
バ

ゲ
ー
に
行
っ
た
り
、
遠
出
を

し
た
り
し
た
。
一
度
バ
イ
ト

で
激
し
く
雨
が
降
っ
た
時
、

シ
ャ
コ
ち
ゃ
ん
の
中
で
数
時

間
雨
宿
り
し
た
時
も
あ
っ
た
。

同
じ
く
ら
い
車
が
好
き
な
ス

バ
ル
ワ
ゴ
ン
を
乗
り
回
す
親

友
と
、
駐
車
場
で
数
時
間
も

話
し
た
り
し
た
。
私
は
車
で

自
立
、
自
由
を
手
に
入
れ
た

気
分
だ
っ
た
。
人
生
が
楽
し

く
、
豊
か
に
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
た
。
運
転
に
あ
る
程

度
自
信
が
つ
い
た
時
、
私
は

少
し
性
能
を
出
し
た
い
と
思

い
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
行
く

よ
う
に
な
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン

を
５
０
０
０
回
転
以
上
に
回

す
と
、
こ
の
車
の
正
体
が
変

わ
っ
た
。
人
を
A
か
ら
B

に
運
ぶ
機
械
で
は
な
く
、
道

路
を
駆
け
巡
る
存
在
。
ブ
カ

ブ
カ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
快

適
さ
を
代
償
に
、
鋭
い
立
ち

回
り
を
見
せ
て
く
れ
た
。
確

か
に
重
さ
は
感
じ
た
け
ど
、

ペ
ー
ス
を
上
げ
る
と
、
高
性

能
車
の
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
や
ブ

レ
ー
キ
、
加
速
を
実
感
で
き

た
。
ア
メ
リ
カ
の
田
舎
道
を

走
り
抜
け
る
と
、
人
生
で
感

じ
た
こ
と
の
な
い
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
を
感
じ
た
。
８
月
の
頃

に
は
私
は
こ
の
車
を
マ
シ
ン

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
自
分

の
車
が
大
好
き
に
な
っ
た
。

友
達
と
山
道
を
運
転
す
る
の

は
楽
し
か
っ
た
し
、
こ
の
車

が
な
ぜ
か
自
分
の
自
信
に
繋

が
る
の
を
感
じ
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
母
と
買
い
物
に

行
っ
た
日
駐
車
場
で
車
が
動

か
な
く
な
っ
た
。
バ
ッ
テ
リ

ー
が
上
が
り
、
ジ
ャ
ン
プ
ス

タ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
。
私

は
シ
ャ
コ
ち
ゃ
ん
の
古
さ
を

痛
感
し
た
と
同
時
に
、
心
配

　
「
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
。
ガ
タ
ン

ゴ
ト
ン
。」
電
車
が
来
る
。「
キ

ー
キ
ー
」
あ
ぁ
耳
が
い
た
い
。

や
っ
と
電
車
は
遠
く
へ
は
な

れ
て
い
く
。
わ
た
し
は
ブ
ロ
ン

ク
ス
動
物
園
の
ぞ
う
の
ハ
ッ
ピ

ー
。
よ
く
覚
え
て
い
な
い
け
れ

ど
わ
た
し
は
ア
ジ
ア
か
ら
来
た

ぞ
う
。
わ
た
し
の
生
活
は
毎
日

同
じ
。
同
じ
時
間
に
、
同
じ
人

が
え
さ
を
や
り
に
来
る
。
全
部

同
じ
。あ
の
う
る
さ
い
電
車
も
。

全
く
変
わ
ら
な
い
。
わ
た
し
は

た
い
く
つ
だ
が
見
て
い
る
人
間

は
楽
し
そ
う
。
あ
の
人
達
の
よ

う
に
自
由
に
な
り
た
い
。
ア
ジ

ア
に
い
た
時
の
よ
う
に
。

　

あ
る
日
、
わ
た
し
と
い
っ
し

ょ
に
く
ら
し
て
い
る
パ
ッ
テ
ィ

ー
と
け
ん
か
し
た
。
次
の
日
に

は
、
わ
た
し
と
パ
ッ
テ
ィ
ー
の

間
に
フ
ェ
ン
ス
が
建
て
ら
れ

た
。
フ
ェ
ン
ス
ご
し
の
わ
た
し

た
ち
は
相
手
の
顔
が
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
初
は
、

「
あ
い
つ
の
顔
が
見
え
な
く
な

っ
て
よ
か
っ
た
！
」
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
最
近
は
仲
直
り

し
て
、
で
も
会
え
な
く
て
、
と

っ
て
も
一
人
ぼ
っ
ち
な
感
じ
が

す
る
。

　
「
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
ガ
タ
ン
ゴ

ト
ン
」
あ
れ
？
音
が
速
く
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
前
よ
り
も
う

る
さ
い
。
あ
ぁ
耳
が
い
た
い
。

早
く
こ
こ
か
ら
に
げ
た
い
。

　

数
日
後
、
ま
る
で
わ
た
し
の

願
い
が
か
な
っ
た
か
の
よ
う

に
、
人
間
た
ち
が
わ
た
し
を
に

が
そ
う
と
し
て
く
れ
る
と
だ
れ

か
が
言
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
、

一
つ
だ
け
ぎ
も
ん
に
思
う
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
わ
た

し
を
こ
の
じ
ご
く
の
よ
う
な
動

物
園
に
つ
れ
て
き
た
人
間
が
、

今
度
は
わ
た
し
を
に
が
そ
う
と

し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

今
ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物
園
と
、

N
H
R
P
（
ノ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ラ
イ
ッ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が

さ
い
ば
ん
で
あ
ら
そ
っ
て
い

る
。
こ
ん
な
わ
た
し
を
助
け
よ

う
と
し
て
い
る
人
が
い
る
な

ら
、
き
っ
と
さ
い
ば
ん
で
勝
て

る
。
そ
う
な
れ
ば
わ
た
し
は
こ

こ
か
ら
出
ら
れ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
時
ま
で
に
わ
た
し

が
で
き
る
こ
と
は
、
つ
ら
い
け

れ
ど
こ
こ
で
が
ん
ば
っ
て
い
る

こ
と
。
い
つ
か
ま
た
、
他
の
ぞ

う
に
会
え
ま
す
よ
う
に
。

　
（
滞
米
３
年
７
か
月
）

 「食料不足について」
ニューヨーク補習授業校W校小３

石川　桜

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
機
械
愛
」

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２

吉
野　

フ
ラ
ン
シ
ス

「
ハ
ッ
ピ
ー
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
４

小
坂　

恵
茉

に
な
っ
た
。
セ
ル
モ
ー
タ
ー

は
弱
く
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
怪

し
い
。
た
ま
に
馬
力
が
出
な

か
っ
た
り
、
回
転
数
が
不
安

定
な
事
も
あ
っ
た
。

　

バ
ッ
テ
リ
ー
を
変
え
た
数

日
後
、
私
の
相
棒
は
死
ん
だ
。

大
き
な
爆
発
も
な
く
静
か
に

エ
ン
ジ
ン
が
動
か
な
く
な
っ

た
。
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
と
、

前
の
持
ち
主
の
メ
ン
テ
が
悪

か
っ
た
せ
い
の
よ
う
だ
。
私

は
人
生
で
感
じ
た
こ
と
の
な

い
ほ
ど
の
喪
失
感
を
感
じ
た
。

ま
る
で
本
当
に
相
棒
を
失
っ

た
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
。

「
た
か
が
車
の
こ
と
で
大
袈
裟

な
」
と
皆
に
言
わ
れ
、
私
の

気
持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
る

人
は
い
な
か
っ
た
。
最
後
に

車
に
お
別
れ
を
し
に
行
っ
た

と
き
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
車
庫

で
解
体
さ
れ
る
シ
ャ
コ
ち
ゃ

ん
を
見
た
。
十
三
歳
に
な
っ

て
以
来
一
度
も
泣
い
て
な
い

私
が
、
涙
を
堪
え
て
い
た
。

　

も
う
私
の
マ
シ
ン
の
鍵
を

手
放
し
て
５
ヶ
月
が
経
つ
。

計
３
ヶ
月
し
か
一
緒
で
は
な

か
っ
た
が
、
私
は
そ
の
ポ
ン

コ
ツ
車
を
深
く
リ
ス
ペ
ク
ト

し
た
。
今
で
も
よ
く
シ
ャ
コ

ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
考
え
て
し

ま
う
。
ア
メ
リ
カ
で
の
自
由

の
全
て
を
体
験
さ
せ
て
く
れ

た
相
棒
。
私
は
二
度
と
忘
れ

な
い
。　
　
　

（
米
国
生
ま
れ
）
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５
年
生
の
時
転
校
し
た

不
安
だ
っ
た
最
初
の
こ
ろ
は

い
や
だ
っ
た
学
校
へ
行
く
の
が

で
も
そ
れ
を
乗
り
こ
え
て

家
族
や
先
生
に
支
え
ら
れ

友
達
と
た
く
さ
ん
の
時
間
を

過
ご
し

今
の
生
活
が
あ
る

　
（
滞
米
10
か
月
）
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
暦
も
４
月

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
式
に
言

え
ば
「
新
年
度
」
の
始
ま
り
で

す
。
筆
者
の
業
務
経
験
の
多
く

は
米
国
な
の
で
、
実
は
こ
の
４

月
〜
３
月
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を

あ
ま
り
意
識
し
た
こ
と
が
な
い

の
で
す
が
。
東
京
の
街
も
社
会

人
も
学
生
も
新
学
期
で
華
や
い

で
い
る
よ
う
で
す
。
桜
も
ピ
ー

ク
時
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
れ

こ
そ
４
月
に
な
る
と
い
う
の
に

「
花
冷
え
」
ら
し
く
連
日
寒
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
花

冷
え
と
い
う
言
葉
も
50
年
以
上

生
き
て
き
て
初
め
て
聞
い
た
言

葉
で
！
日
本
語
に
は
い
ろ
ん
な

表
現
が
あ
る
よ
う
で
す
（
笑
）

　

さ
て
、
４
月
と
い
え
ば
、
シ

カ
ゴ
を
始
め
と
し
た
ル
ー
ト
66

の
東
部
地
域
は
ま
だ
ま
だ
寒
い

で
す
が
、
西
の
方
で
は
少
し
ず

つ
旅
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま

す
。
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
は
５

月
か
ら
で
す
が
、
気
の
早
い
？

待
て
な
い
？
ル
ー
ト
66
愛
好
者

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
〜
ア
リ

ゾ
ナ
間
を
旅
す
る
こ
と
も
多
い

季
節
で
し
ょ
う
か
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
相
変
わ
ら

ず
「
終
焉
」
と
ま
で
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も

（
制
限
の
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
）

既
に
そ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
充
分
に
経
験
、
そ
し
て
対
応

策
を
講
じ
て
い
る
た
め
、
特
に

ア
メ
リ
カ
側
は
「
今
年
こ
そ

っ
！
」
と
い
う
勢
い
で
ル
ー
ト

66
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
軒
並
み
再

開
全
開
モ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

と
い
う
前
置
き
で
、
今
月

の
「
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道

ル
ー
ト
66
」
シ
ー
ズ
ン
④
第
12

回
は
、
今
年
取
り
あ
え
ず
行
っ

て
み
よ
う
！
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。
半
年
ほ

ど
前
に
、
来
年
こ
そ
は
こ
れ
ら

の
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
て
み
よ

う
、
と
い
う
よ
う
な
記
事
を
お

届
け
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
中
か
ら
ま
ず
一
つ
。
ル
ー
ト

66
の
初
心
者
も
愛
好
者
も
、
こ

れ
だ
け
は
先
ず
参
加
し
て
み
よ

う
じ
ゃ
な
い
か
！
と
い
う
こ

と
で
、
ミ
ズ
ー
リ
州
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
行
わ
れ

る
「Birthplace of Route 

66 
Festival

」（
ル
ー
ト
66
誕
生
の

地
イ
ベ
ン
ト
）
に
つ
い
て
、
も

う
少
し
詳
し
く
お
話
を
し
ま
す

の
で
、
今
年
の
夏
は
ど
こ
へ
行

こ
う
か
な
？
と
思
案
中
の
皆
さ

ん
！
こ
れ
で
決
ま
り
で
す
ね

（
笑
）

　
「Birthplace of Route 

66 
Festival

」
は
、
２
０
１
１
年

に
開
始
さ
れ
、
毎
年
徐
々
に
そ

の
知
名
度
は
全
米
中
に
浸
透
し

て
い
き
、
今
年
は
記
念
の
第
10

回
を
迎
え
ま
す
。「
ん
？
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
わ
り
に
は
数

が
合
わ
な
い
ぞ
？
」
そ
う
思
わ

れ
た
方
、
ご
立
派
で
す
。
過
去

２
年
、
２
０
２
０
年
と
21
年
は

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
で
中
止

と
な
っ
て
お
り
、
今
年
は
19
年

の
第
９
回
以
来
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
中
心
は
「
パ
ー

ク
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ス
ク
エ
ア
」

と
い
っ
て
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で

も
心
臓
部
に
あ
た
る
場
所
で
す

が
、
そ
の
ス
ク
エ
ア
を
中
心
に

東
西
約
１
マ
イ
ル
を
文
字
通
り

「
完
全
封
鎖
」
の
上
、
歩
行
者

天
国
状
態
に
し
て
（
南
北
も
２

ブ
ロ
ッ
ク
も
通
行
制
限
）、
街

を
あ
げ
て
の
お
祭
り
と
な
り
ま

す
。

　

先
ほ
ど
「
徐
々
に
人
気
を
」

と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
14

年
の
時
点
で
は
イ
ベ
ン
ト
来

場
者
は
わ
ず
か
４
０
０
０

人
で
し
た
が
、
16
年
に
は

２
万
８
０
０
０
人
、
18
年
に
は

３
万
８
０
０
０
人
、
19
年
は

６
万
人
と
確
実
に
増
え
て
い
る

の
で
す
！
イ
ベ
ン
ト
運
営
委
員

会
は
、
今
年
の
来
場
者
は
７
万

人
〜
７
万
５
０
０
０
人
と
予
測

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
で
も
、

マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
そ
ん
な

人
混
み
に
行
く
の
は
少
し
勇
気

が
要
り
ま
す
ね
。（
笑
）

　

さ
て
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
で
す

が
、
２
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
主
催
側

（OzarkFirs.com

）に
よ
れ
ば
、

今
年
は
通
常
の
２
日
間
開
催

か
ら
１
日
増
や
し
て
、
８
月

11
日
〜
13
日
の
「
３
日
間
」

の
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
で

す
。

　

８
月
11
日
（
木
）
に

「Rockin' the Route 

66 
Kickoff  Concert and Street 
Party

」
と
名
付
け
ら
れ
た
キ

ッ
ク
オ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
、「
す

べ
て
の
年
齢
層
に
多
様
な
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
機

会
を
提
供
す
る
」
も
の
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
エ
ア
か
ら
始
ま
る
キ

ャ
ン
ベ
ル
通
り
か
ら
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
エ
キ
ス

ポ
・
セ
ン
タ
ー
ま
で
続
く
会

場
の
沿
道
に
は
、
今
ま
で
以

上
多
く
の
露
店
が
並
ぶ
計
画

で
あ
り
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
カ
ー
・
シ
ョ
ウ
、
パ
レ
ー
ド
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
ラ
イ
ブ

演
奏
、
そ
し
て
ル
ー
ト
66
関

連
の
展
示
会
等
、
ま
す
ま
す

熱
い
？
暑
い
？
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
の
夏
と
な
り
そ

う
で
す
。

　

と
、
こ
こ
ま
で
疑
問
を
持

ち
な
が
ら
読
ん
で
く
れ
て
い

る
皆
さ
ん
を
代
弁
。「
何
で
ル

ー
ト
66
の
誕
生
の
地
が
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
な
の
？
」

と
い
う
件
で
す
が
、
そ
れ
は

１
９
２
６
年
４
月
30
日
、
ミ
ズ

ー
リ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル

ド
で
開
か
れ
た
「
高
速
道
路
関

係
者
の
会
議
」
で
、
電
報
に
よ

り
正
式
に
「
Ｕ
Ｓ
66
」
と
命

名
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
当
時
の

大
統
領
は
カ
ル
ビ
ン
・
ク
ー
リ

ッ
ジ
氏
で
、
禁
酒
法
は
ま
だ
本

格
的
、
映
画
は
ト
ー
キ
ー
に
な

る
ま
で
あ
と
１
年
、
そ
し
て
フ

ォ
ー
ド
は
自
動
車
の
価
格
を
引

き
下
げ
た
ば
か
り
の
時
代
で
し

た
。
そ
の
後
92
年
、
マ
ザ
ー
ロ

ー
ド
の
66
周
年
を
記
念
し
て
、

ミ
ズ
ー
リ
州
ル
ー
ト
66
協
会
は

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ル

ー
ト
66
発
祥
の
地
と
し
て
公
式

に
認
定
し
、
パ
ー
ク
セ
ン
ト
ラ

ル
・
ス
ク
エ
ア
の
東
側
に
記
念

プ
レ
ー
ト
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。（
行
っ
た
ら
必
ず
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
！
）

　

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
は

州
最
大
の
街
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス

か
ら
車
で
約
３
時
間
半
。
街
は

当
然
宿
泊
客
で
混
み
ま
す
の

で
、
事
前
に
し
っ
か
り
宿
を
押

さ
え
る
か
、ま
た
は
レ
バ
ノ
ン
、

キ
ュ
ー
バ
等
の
街
で
ア
イ
コ
ン

的
な
モ
ー
テ
ル
に
宿
泊
す
る
の

が
よ
さ
そ
う
で
す
。

　

そ
う
そ
う
、
以
前
ト
ラ
ン
プ

前
大
統
領
が
税
制
改
革
に
関
す

る
講
演
会
を
こ
の
街
で
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ル
ー
ト

66
と
の
歴
史
的
リ
ン
ク
を
象
徴

的
と
魅
せ
る
た
め
と
い
う
理
由

で
し
た
。
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ド
を
会
場
に
選
ぶ
に
あ
た
っ

て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
高
官
は
、

「
ル
ー
ト
66
は
ア
メ
リ
カ
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
り
、
大

統
領
の
計
画
は
国
を
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
に
戻
す
こ
と
だ
」
と

再
三
語
り
ま
し
た
。「
ア
メ
リ

カ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
米

国
製
の
製
品
を
米
国
産
の
ト
ラ

ッ
ク
が
運
搬
し
、
ア
メ
リ
カ
の

消
費
者
に
届
け
る
」。
こ
ん
な

筋
書
き
は
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
の
目
指
す
「America First 

（
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
）」
に
ピ

タ
リ
と
合
致
し
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
と
ル
ー
ト
66
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
で
は
ま
た
来
月
お
目

に
か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

さ
あ
行
こ
う
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
12   
「
発
祥
の
地
」
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
楽
し
む
夏

 第 436 回

　

先
日
、
兵
庫
県
加
西
市
の

鶉
野
（
う
ず
ら
の
）
飛
行

場
跡
（
姫
路
海
軍
航
空
隊

鶉
野
飛
行
場
、
川
西
航
空

機
姫
路
製
作
所
鶉
野
工
場

跡
）
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
10
月
に
開
館
し

た
鶉
野
飛
行
場
資
料
館
を
見

学
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た

が
、
同
館
は
毎
月
第
１
・
第

３
日
曜
日
し
か
開
館
し
て
い

な
い
た
め
、
よ
う
や
く
時
間

が
取
れ
た
の
で
す
。

　

鶉
野
飛
行
場
は
、
第
２
次

世
界
大
戦
の
戦
局
が
悪
化
し

は
じ
め
た
頃
、
優
秀
な
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る
た
め
、

１
９
４
２
年
に
着
工
し
、
43

年
に
完
成
し
た
旧
日
本
海
軍

の
飛
行
場
跡
で
す
。
同
年
10

月
に
は
姫
路
海
軍
航
空
隊
が

開
設
さ
れ
、航
空
整
備
、兵
科
、

運
用
、
主
計
、
航
海
、
機
関
、

通
信
、
工
作
、
兵
器
、
砲
術
、

医
務
等
が
編
成
さ
れ
、
飛
行

場
西
南
の
川
西
航
空
機
姫
路

製
作
所
鶉
野
工
場
で
は
、「
紫

電
」「
紫
電
改
」
な
ど
５
０
０

機
余
り
の
戦
闘
機
が
組
み
立

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

姫
路
海
軍
航
空
隊
で
は
、

全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
17
〜

25
歳
の
若
者
ら
５
０
０
余
名

が
30
時
間
の
飛
行
訓
練
を

受
け
、
全
国
各
地
の
航
空

隊
へ
と
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
に
は
神
風
特
別

攻
撃
隊
「
白
鷺
隊
」
も
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶉
野
飛
行
場
資
料
館
は
、

一
般
社
団
法
人
鶉
野
平
和
祈

念
の
碑
苑
保
存
会
が
管
理
運

営
し
て
い
る
小
規
模
な
資
料

館
で
す
が
、
鶉
野
飛
行
場
に

つ
い
て
の
解
説
や
、
当
時
鶉

野
で
見
ら
れ
た
飛
行
機
模
型

（
九
七
式
艦
上
攻
撃
機
、天
山
、

「
紫
電
」、「
紫
電
改
」
な
ど
）

や
実
物
資
料
、
特
攻
隊
員
の

遺
書
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
戦
前
か
ら
暮
ら
し
て
い

る
地
元
の
方
と
思
わ
れ
る
保

存
会
の
方
々
が
詳
し
く
説
明

し
て
く
れ
ま
す
。

　

飛
行
場
跡
の
周
囲
に
は
多

く
の
防
空
壕
や
掩
体
壕
、
地

下
指
揮
所
跡
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
退
避
壕
、
対
空
機
銃
座

等
が
残
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
民
有
地
や
神
戸
大
学

大
学
院
農
学
研
究
科
の
敷
地

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

く
、
見
学
は
予
約
制
で
、
効

率
よ
く
回
る
に
は
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
方
が
い
い

よ
う
で
す
。
鶉
野
飛
行
場
資

料
館
の
前
の
直
線
道
路
は
元

航
空
隊
の
滑
走
路
で
、
当
時

の
よ
す
が
を
し
の
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
99
年
10
月
に
は
、

地
元
や
旧
軍
関
係
者
、
有
志

等
に
よ
り
「
平
和
祈
念
の
碑
」

が
建
立
さ
れ
、
昨
年
８
月
に

戦
時
中
の
格
納
庫
を
模
し
た

備
蓄
倉
庫
と
今
年
４
月
に
オ

ー
プ
ン
予
定
だ
と
い
う
地
域

活
性
化
拠
点
施
設
「sora

か

さ
い
」
の
間
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
広
場
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

備
蓄
倉
庫
で
は
、
資
料
館
の

開
館
日
に
合
わ
せ
て
紫
電
改

の
実
物
大
模
型
が
公
開
さ
れ
、

搭
乗
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
紫
電
改
操
縦
席
（
コ

ク
ピ
ッ
ト
）
模
型
に
も
搭
乗

す
る
こ
と
が
で
き
、
い
ず
れ

も
無
料
で
す
が
当
日
配
布
の

整
理
券
が
必
要
で
す
。
戦
争

を
経
験
さ
れ
た
方
々
か
ら
当

時
の
様
子
を
聞
き
取
る
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

歴
史
を
考
え
る
上
で
貴
重
な

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
紫
電
改
の
実
物
は
、

愛
媛
県
愛
南
町
の
紫
電
改
展

示
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

78
年
７
月
に
久
良
湾
に
沈
ん

で
い
た
紫
電
改
を
引
き
揚
げ
、

一
部
補
修
・
防
錆
塗
装
を
施

し
た
機
体
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
筆
者
は
ま
だ
見
て
い
ま

せ
ん
。

（
文
・
栗
原
祐
司
京
都
国
立

博
物
館
副
館
長
）

鶉野飛行場資料館
紫電改を生産

：

http://www.at-newyork.com/
http://kkobo.com/
tel:7182684956
https://www.hondag.com
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 NY 生活ウーマン
 週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

八
百
万
の
神
は
、
日
本
人

の
宗
教
の
原
点「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」

の
生
物
・
無
機
物
を
問
わ
な
い

万
物
に
は
神
（
霊
魂
）
が
宿
り
、

そ
れ
を
畏
怖
し
崇
拝
す
る
と
こ

ろ
か
ら
き
て
お
り
や
が
て
シ
ャ

ー
マ
ニ
ズ
ム
に
発
展
し
て
い
く

が
、
す
で
に
日
本
最
古
の
歴
史

書
『
古
事
記
』
の
な
か
に
見
ら

れ
る
。
天
地
開
闢
（
て
ん
ち
か

い
び
ゃ
く
）
と
は
「
天
地
は
初

め
混
沌
と
し
た
一
つ
の
も
の
だ

っ
た
が
、
分
離
し
て
こ
の
世
界

が
で
き
た
」
と
す
る
古
代
中
国

の
思
想
で
、
奈
良
時
代
に
編
纂

さ
れ
た
日
本
の
神
話
や
歴
史
書

『
記
紀
』
の
一
つ
、
唐
や
新
羅

な
ど
東
ア
ジ
ア
に
適
用
す
る
目

的
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
『
日
本

書
紀
』
に
引
用
さ
れ
た
。
ち
な

み
に
、
そ
の
８
年
前
に
完
成
し

て
い
た
『
古
事
記
』
は
天
皇
の

領
・
国
土
の
支
配
、
皇
位
継
承

の
正
当
性
を
国
内
に
示
す
目
的

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

宇
宙
の
創
造
神
と
も
い
わ
れ

る
日
本
神
話
の
根
元
三
神
と

は
、
天
之
御
中
主
神
（
ア
メ
ノ

ミ
ナ
カ
ヌ
シ
）・
高
御
産
巣
日

神
（
タ
カ
ム
ス
ビ
）・
神
産
巣

日
神
（
カ
ミ
ム
ス
ビ
）
と
い
わ

れ
、
そ
こ
か
ら
四
〜
七
代
目
の

神（
ウ
マ
シ
ア
シ
カ
ビ
ヒ
コ
デ
・

ア
メ
ノ
ト
コ
タ
チ
・
ク
ニ
ノ
ト

コ
タ
チ
・
ト
ヨ
ク
モ
ノ
）
ま
で

は
独
神
（
ひ
と
り
が
み
）
で
、

ヒ
ト
の
世
に
は
出
現
し
て
い
な

い
天
神
七
代
と
さ
れ
る
。
そ
の

後
、
八
〜
十
一
代
目
の
神
（
ウ

ヒ
ヂ
ニ
・
ス
ヒ
ヂ
ニ
、
ツ
ノ
グ

ヒ
・
イ
キ
グ
ヒ
、
オ
ホ
ト
ノ
ヂ
・

オ
ホ
ト
ノ
ベ
、
オ
モ
ダ
ル
ノ
・

ア
ヤ
カ
シ
コ
ネ
）、
十
二
代
目

の
神
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ

（
夫
婦
二
神
）
か
ら
男
女
対
偶

の
二
神
に
な
り
、
現
世
に
現
れ

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ヒ
ト

の
生
活
と
も
い
え
る
原
始
的
な

家
庭
生
活
は
十
代
目
の
オ
ホ
ト

ノ
ヂ
・
オ
ホ
ト
ノ
ベ
か
ら
は
じ

ま
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
男

女
対
偶
神
は
子
と
母
の
対
偶
で

『
古
事
記
』
中
巻
、
第
一
三
九

段
「
国
の
大
祓
を
行
う
」
の
条

に
あ
る
、
上
通
婚
下
通
婚
（
お

や
こ
た
は
け
）
の
中
に
見
ら
れ

る
。
子
と
母
と
犯
せ
る
罪
に
該

当
す
る
実
母
と
実
子
と
が
交
わ

り
を
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
現

代
の
道
徳
観
か
ら
す
れ
ば
ご
法

度
で
あ
る
が
、
人
智
が
開
け
な

い
道
徳
観
が
生
じ
な
か
っ
た
原

始
時
代
に
お
い
て
人
類
は
、
ほ

か
の
哺
乳
動
物
と
同
じ
よ
う
な

生
殖
を
い
と
な
ん
で
い
た
よ
う

だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
イ
ザ
ナ
ギ
（
伊

邪
那
岐
）・
イ
ザ
ナ
ミ
（
伊
邪

那
美
）
の
夫
婦
二
神
の
間
に
も

曰
く
は
あ
っ
た
が
、
天
神
の
命

に
よ
り
、
天
浮
橋
に
立
っ
て
矛

を
海
に
お
ろ
し
か
き
ま
わ
し
て

引
き
上
げ
る
方
法
を
繰
り
返

し
、日
本
の
国
土
を
形
づ
く
り
、

多
く
の
子
（
神
々
）
を
生
ん
だ
。

そ
の
時
の
瞬
間
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
１
つ
『
い
ざ

な
ぎ
』
権
與
（KENYO

）。
市

川
九
團
次
氏
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に

よ
る
株
式
会
社
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー

か
ら
、
待
望
の
日
本
の
神
々
に

ま
つ
わ
る
「
天
地
開
闢
シ
リ
ー

ズ
」
お
目
見
え
し
た
。

　

津
延
美
衣
（
つ
の
べ
み
え
）

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国

宝
石
学
会
鑑

定
士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化

等
の
知
識
を
生
か
し
、
健
康

で
楽
し
く
感
動
的
な
人
生
を

描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ

ー
ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ

グ
：http//mijikan.blogspot.

com/

写真 :（株）クロスフォロー
権與（KENYO) 

山
梨
と
宝
石
「
日
本
の
神
々
『
天
地
開
闢
』

と
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
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ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ロ
イ
ド

＝
ウ
ェ
バ
ー
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
の
２
０
２
１

年
度
全
米
ツ
ア
ー
に
現
在
日
本

人
た
だ
一
人
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
キ
ー
ボ
ー
デ
ィ
ス
ト
を
務
め

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は

も
と
よ
り
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
オ
ー
ラ
ン

ド
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
、
カ
ナ

ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
を
始
め

と
し
た
56
都
市
で
巡
業
公
演
中

で
、
９
月
か
ら
の
来
季
も
続
投

予
定
。

　

松
浦
さ
ん
の
日
常
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
シ
ョ
ー
で
の
演
奏

が
メ
イ
ン
で
、
月
一
回
行
わ
れ

る
キ
ャ
ス
ト
の
ボ
ー
カ
ル
・
ダ

ン
ス
リ
ハ
ー
サ
ル
で
の
伴
奏
も

す
る
。
基
本
的
に
月
曜
日
が
飛

行
機
や
バ
ス
を
使
っ
た
移
動
日

で
、
平
日
の
火
曜
か
ら
金
曜
は

公
演
が
あ
り
、
土
日
は
2
公
演

を
こ
な
す
。
バ
ス
で
1
週
間
に

２
、３
都
市
を
回
る
週
も
あ
る

と
い
う
。
基
本
的
に
月
曜
日
の

移
動
日
以
外
に
オ
フ
の
日
は
な

く
、
体
力
勝
負
な
の
で
ジ
ム
に

通
っ
た
り
、
食
事
に
気
を
付
け

た
り
体
調
に
は
気
を
遣
っ
て
い

る
と
い
う
。「
ア
メ
リ
カ
の
さ

ま
ざ
ま
な
都
市
の
劇
場
を
回
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
と
て
も
良

い
経
験
」
と
公
演
生
活
を
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

米
国
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
桐
朋
学
園
大
学
で
ク
ラ

シ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
を
学
ん
で
い
た

が
、
自
分
の
好
き
な
ジ
ャ
ズ
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
音
楽
を
し
っ

か
り
と
学
び
た
い
、
と
い
う
思

い
が
次
第
に
強
く
な
り
、
大
学

の
教
授
に
将
来
の
進
路
に
つ
い

て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
バ
ー
ク

リ
ー
の
奨
学
金
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
が
日
本
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
受
験
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
２
０
１
７
年
か
ら
同
音
楽

大
学
へ
留
学
し
た
。
バ
ー
ク
リ

ー
で
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏
だ
け
で

な
く
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ア
タ

ー
に
お
け
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
デ

ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
指
揮
法
、
歌

唱
指
導
法
や
伴
奏
法
を
学
ん

だ
。
在
学
中
、
ジ
ャ
ズ
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド
を
受

賞
し
て
い
る
。
２
０
１
９
年
に

同
大
学
を
卒
業
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
拠
点
に
活
動
し
昨
年
９

月
か
ら
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
い

る
。
演
奏
中
、
客
席
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
る
時

に
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
い

う
。「
自
分
が
客
席
で
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
観
る
と
き
の
ワ
ク
ワ

ク
感
を
思
い
出
し
ま
す
」。

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
好
き
な
私

に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
の
現
場
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
か
け
が
え
の

な
い
経
験
。
現
場
で
働
く
人
達

と
会
話
を
す
る
だ
け
で
も
沢
山

の
刺
激
を
受
け
ま
す
。
い
つ
か

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
仕
事
が
し

た
い
。そ
の
経
験
を
活
か
し
て
、

日
本
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ア
タ

ー
の
仕
事
を
す
る
の
も
夢
。
そ

の
た
め
に
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
続
け
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
い
ま
何
よ
り
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
」と
将
来
を
見
つ
め
る
。

横
浜
市
出
身
。
１
９
９
３
年
生

ま
れ
。（
三
浦
良
一
記
者
、
写

真
は
本
人
提
供
）

51

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
で
全
米
を
公
演
中

ピアニスト

松浦 麻未さん

http://www.yamagatadental.com
https://mijikan.blogspot.com/
tel:2014031647
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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